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の
よ
う
な
古
典
教
育
を
展
開
し
て
い
っ
た
か
、
実
践
個
体
史
を
跡
づ
け
る
と
と

も
に
、
私
自
身
が
ど
の
よ
う
な
古
典
教
育
の
領
野
を
開
拓
し
て
い
っ
た
か
を
明

ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

二
、
第
一
期
（
模
索
期
）
の
古
典
教
育
実
践
の
展
開

は
じ
め
に

昭
和
三
八
年
四
月
か
ら
昭
和
五
四
年
三
月
ま
で
、
広
島
県
立
高
校
一
六
年
間

と
広
島
大
学
附
属
中
・
高
校
五
年
間
、
あ
わ
せ
て
二
一
年
間
、
私
は
高
校
国
語

科
教
師
と
し
て
国
語
科
教
育
、
中
で
も
古
典
教
育
の
実
践
に
全
力
で
取
り
組
ん

で
き
た
。
こ
の
た
び
は
、
二
一
年
間
、
ど
の
よ
う
な
古
典
の
教
材
化
と
単
元
編

成
を
図
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
指
導
を
展
開
し
て
き
た
か
、
そ
の
実
践
個
体
史
を

跡
づ
け
る
と
と
も
に
、
そ
の
過
程
で
、
私
が
ど
の
よ
う
な
古
典
教
育
の
領
野
を

切
り
拓
い
て
い
っ
た
か
、
そ
の
内
実
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

一
、
私
の
古
典
教
育
実
践
個
体
史
の
時
期
区
分

私
の
古
典
教
育
実
践
史
は
、
呉
三
津
田
高
校
時
代
を
二
つ
に
分
け
て
、
次
の

表
の
よ
う
に
、
大
き
く
五
期
に
分
け
て
整
理
で
き
る
。

以
下
、
こ
の
五
期
に
分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
や
学
校
状
況
の
も
と
、
ど

第
一
期
〔
模
索
期
〕＝
22
歳
〜
25
歳
（
四
年
間
）

　
　
　三
次
高
校
時
代
（
昭
和
三
八
年
度
〜
四
一
年
度
）

第
二
期
〔
試
行
期
〕＝
26
歳
〜
30
歳
（
五
年
間
）

　
　
　呉
三
津
田
高
校
時
代
前
期
期
（
昭
和
四
二
年
度
〜
四
六
年
度
）

第
三
期
〔
展
開
期
〕＝
31
歳
〜
34
歳
（
四
年
間
）

　
　
　呉
三
津
田
高
校
時
代
後
期
（
昭
和
四
七
年
度
〜
五
〇
年
度
）

第
四
期
〔
発
展
期
〕＝
35
歳
〜
37
歳
（
三
年
間
）

　
　
　安
古
市
高
校
時
代
（
昭
和
五
一
年
度
〜
五
三
年
度
）

第
五
期
〔
深
化
期
〕＝
38
歳
〜
42
歳
（
五
年
間
）

　
　
　広
島
大
学
附
属
中
・
高
校
時
代
（
昭
和
五
四
年
度
〜
五
九
年
度
）

高
等
学
校
に
お
け
る
古
典
教
育
の
展
開
と
集
積

︱ 

単
元
編
成
と
指
導
法
の
開
拓
を
め
ざ
し
て 

︱

世

　

羅

　

博

　

昭
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三
、
第
二
期
（
試
行
期
）
の
古
典
教
育
実
践
の
展
開

昭
和
四
二
年
四
月
、
県
南
の
進
学
校
・
呉
三
津
田
高
校
に
転
勤
。
進
路
指
導

部
に
所
属
し
な
が
ら
も
、
あ
ま
り
に
過
度
の
受
験
体
制
に
疑
問
を
持
つ
。
担
任

の
生
徒
の
中
に
自
律
神
経
失
調
症
や
学
力
不
振
、
不
登
校
の
生
徒
を
抱
え
、
家

庭
訪
問
な
ど
を
繰
り
返
す
。「
大
学
へ
の
受
験
指
導
」
を
超
え
た
古
典
指
導
の

あ
り
方
を
模
索
し
て
、
古
典
の
授
業
で
も
「
課
題
学
習
」
の
試
み
を
始
め
る
。

先
輩
の
先
生
の
実
践
に
刺
激
さ
れ
て
取
り
組
み
始
め
た
も
の
で
あ
る

昭
和
四
三
年
九
月
、「
A
君
退
学
事
件
」
が
提
起
さ
れ
た
。
広
島
県
高
等
学

校
同
和
教
育
推
進
協
議
会
等
か
ら
、
過
度
の
受
験
教
育
が
厳
し
く
問
い
た
だ
さ

れ
る
。
受
験
教
育
の
ど
こ
に
問
題
が
あ
り
、今
後
ど
の
よ
う
に
改
善
す
べ
き
か
、

深
夜
に
及
ぶ
職
員
会
議
を
何
度
も
開
い
て
検
討
を
重
ね
た
結
果
、
二
学
期
の
途

中
で
は
あ
っ
た
が
、
大
学
受
験
体
制
を
見
直
し
、
早
朝
補
習
、
七
時
間
授
業
、

能
力
別
授
業
ク
ラ
ス
編
成
、
特
別
補
習
等
の
廃
止
を
決
定
し
、
教
育
の
正
常
化

を
図
っ
て
い
っ
た
。
こ
の
過
程
で
、
教
育
と
は
何
か
、
同
和
教
育
と
は
何
か
、

生
徒
の
進
路
保
障
と
は
何
か
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
を
大
切
に
す
る
と
は
何
か
な

ど
、
教
育
の
根
本
を
深
く
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

昭
和
四
三
年
度
頃
か
ら
、「
高
校
紛
争
」
が
起
き
る
。
生
徒
た
ち
は
、
学
校

や
教
師
一
人
ひ
と
り
に
対
し
て
、「
教
育
と
は
何
か
」「
学
校
と
は
何
か
」「
教

師
と
は
何
か
」「
国
語
教
育
と
は
何
か
」「
古
典
教
育
の
必
要
性
は
何
か
」
な
ど

と
、
私
た
ち
教
師
の
立
っ
て
い
る
根
本
を
厳
し
く
問
い
た
だ
し
て
き
た
。
こ
れ

高
校
国
語
科
教
師
に
な
る
に
あ
た
っ
て
、
私
は
、「
源
氏
物
語
」
を
生
徒
に

普
及
さ
せ
る
こ
と
と
「
立
体
的
な
古
典
教
育
」
の
実
現
を
自
ら
の
実
践
目
標
に

掲
げ
た
。〈
原
文
の
音
読
↓
語
句
の
意
味
・
文
法
的
説
明
↓
口
語
訳
〉
に
終
始

す
る
訓
詁
注
釈
的
な
古
典
指
導
を
乗
り
こ
え
、
時
代
状
況
や
風
俗
習
慣
な
ど
も

押
さ
え
て
、
こ
と
ば
の
背
後
に
人
間
の
見
え
る
古
典
文
学
教
育
を
実
践
し
た
い

と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
実
践
目
標
の
達
成
は
な
か
な
か
容

易
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。

昭
和
三
八
年
四
月
、
県
北
の
進
学
校
三
次
高
校
に
赴
任
。
こ
の
期
は
、
金
田

弘
・
石
井
秀
夫
著
『
古
文
単
語
の
整
理
法
』
学
研
、
昭
和
37
年
３
月
）
や
小
西

甚
一
著
『
基
本
古
語
辞
典
』
大
修
館
・
昭
和
41
年
３
月
）
に
出
会
っ
た
こ
と
が

刺
激
と
な
っ
て
、
古
語
単
語
力
を
育
て
る
た
め
に
、
語
源
や
「
基
本
的
な
意
味
」

に
着
目
し
て
意
味
の
派
生
を
考
え
る
指
導
に
力
を
注
ぐ
。
昭
和
四
〇
年
度
か
ら

は
、
私
の
提
案
で
、
前
掲
『
古
文
単
語
の
整
理
法
』
を
普
通
科
全
生
徒
に
購
入

さ
せ
て
、
全
校
一
斉
古
語
単
語
テ
ス
ト
（
ク
ラ
ス
対
抗
）
を
始
め
た
。

ま
た
、
古
典
解
釈
力
を
育
て
る
た
め
に
、『
時
代
別
・
作
品
別
　
解
釈
文
法
』

（
至
文
堂
、
昭
和
30
年
７
月
）
を
参
考
に
し
た
敬
語
法
と
助
動
詞
の
指
導
や
、

時
枝
誠
記
著
『
日
本
文
法
　
口
語
法
』（
岩
波
書
店
、
昭
和
20
年
９
月
）
所
収

の
「
文
の
入
子
型
構
造
」
を
援
用
し
た
「
源
氏
物
語
の
図
式
法
」
を
試
み
る
。

こ
の
第
一
期
の
四
年
間
は
、
訓
詁
注
釈
的
な
古
典
授
業
か
ら
抜
け
出
せ
ず
、

古
典
読
解
力
を
育
て
る
た
め
に
古
語
単
語
や
古
典
文
法
の
指
導
を
あ
れ
こ
れ
と

模
索
し
た
時
期
で
あ
っ
た
。
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と
し
た
時
代
状
況
の
中
を
生
き
て
い
る
高
校
生
に
と
っ
て
、
そ
の
古
典
を
読
む

こ
と
が
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
か
を
考
え
さ
せ
よ
う
と
す
る
、私
の
思
い
が
、

ら
の
問
題
提
起
は
、
受
験
体
制
の
中
で
喘
い
で
い
た
生
徒
た
ち
の
心
の
底
か
ら

の
叫
び
で
も
あ
っ
た
。
授
業
の
中
で
、
あ
る
い
は
、
授
業
以
外
の
さ
ま
ざ
ま
な

場
で
、
生
徒
た
ち
と
何
度
も
何
度
も
話
し
合
っ
た
。

昭
和
四
三
年
度
は
、「
教
育
の
本
質
」
を
否
応
な
く
考
え
さ
せ
ら
れ
る
一
年

で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
私
は
、
生
徒
た
ち
が
提
起
し
た
問
題
を
真
正
面
か
ら
受

け
と
め
て
、
そ
の
問
題
の
解
決
を
図
る
実
践
を
少
し
ず
つ
取
り
組
み
始
め
る
。

古
典
教
育
実
践
で
は
、
語
句
の
意
味
用
法
や
文
法
を
押
さ
え
る
こ
と
が
内
容

を
読
み
味
わ
う
こ
と
に
機
能
す
る
指
導
の
必
要
性
を
感
じ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
試

み
を
始
め
る
よ
う
に
な
る
。

昭
和
四
三
年
七
月
末
に
は
、
一
年
生
を
対
象
に
、
夏
休
み
の
課
題
と
し
て
、

「
説
話
文
学
を
読
む
│
混
沌
と
し
た
時
代
の
中
を
生
き
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
間
の

生
き
方
を
探
る
│
」
と
い
う
題
の
プ
リ
ン
ト
（
B
４
西
洋
紙
７
枚
）
を
配
布
し

た
。
没
落
貴
族
で
あ
る
藤
原
元
方
及
び
そ
の
子
孫
の
生
き
方
に
焦
点
を
当
て
な

が
ら
、
ほ
か
に
、
武
士
や
僧
、
児
の
生
き
方
も
取
り
上
げ
て
、
平
安
時
代
末
期

の
混
沌
と
し
た
状
況
の
中
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
物
が
ど
の
よ
う
な
生
き
て
い
る

か
を
読
み
と
ら
せ
る
教
材
化
と
単
元
編
成
を
図
っ
た
。

課
題
プ
リ
ン
ト
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
傍
注
を
施
し
た
本
文
、
問
題
A
（
解
釈
に

関
す
る
問
題
）、
問
題
B
（
内
容
把
握
に
関
す
る
問
題
）、
解
説
か
ら
な
る
。
課

題
プ
リ
ン
ト
の
構
成
は
、
下
段
の
表
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

平
安
時
代
末
期
の
混
沌
と
し
た
時
代
状
況
の
中
を
生
き
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
人

間
の
生
き
方
を
読
み
と
る
こ
と
を
通
し
て
、「
高
校
紛
争
」
な
ど
現
代
の
混
沌

Ⅰ
　
没
落
貴
族
の
生
き
方
（
↓
私
の
発
掘
し
た
教
材
）

　
　
⑴
　
藤
原
元
方
の
失
意
と
子
孫
の
生
き
方
（
解
説
と
系
図
）

　
　
⑵
　
新
し
い
英
雄
・
藤
原
保
昌
（
元
方
の
孫
）
の
生
き
方

　
　
　
○
　
藤
原
保
昌
朝
臣
、
値
盗
人
袴
垂
語
（
今
昔
物
語
、
巻
二
五
・
第
七
話
）

　
　
　
○
　
藤
原
保
昌
に
つ
い
て
の
解
説

　
　
⑶
　
受
領
・
藤
和
陳
忠
（
元
方
の
子
）
の
生
き
方

　
　
　
○
　
信
濃
守
藤
原
陳
忠
、
落
入
御
坂
語
（
今
昔
物
語
、
巻
二
八
・
第
三
八
話
）

　
　
　
○
　
藤
原
陳
忠
に
つ
い
て
の
解
説

　
　
⑷
　
大
盗
人
・
藤
原
保
輔
（
元
方
の
孫
）
の
生
き
方

　
　
　
○
　
保
輔
盗
人
た
る
事
（
宇
治
拾
遺
物
語
、
巻
一
一
ノ
二
）

　
　
　
○
　
袴
垂
、
於
関
山
虚
死
殺
人
語
（
今
昔
物
語
、
巻
二
九
・
第
一
九
話
）

　
　
　
○
　
藤
原
保
輔
に
つ
い
て
の
解
説

　
　
⑸
　
藤
原
元
方
の
子
孫
の
生
き
方
（
ま
と
め
）

Ⅱ
．
武
士
の
生
き
方
（
↓
高
校
一
年
用
教
科
書
教
材
）

　
　
⑹
　
源
頼
信
の
生
き
方

　
　
　
○
　
藤
原
親
孝
為
盗
人
被
捕
質
依
頼
頼
信
言
免
語
（
今
昔
物
語
、
巻
二
五
・

　
　
　
　
第
一
一
話
）

　
　
　
○
　
源
頼
信
に
つ
い
て
の
解
説

Ⅲ
．
僧
の
生
き
方
　（
↓
高
校
一
年
用
教
科
書
教
材
）

　
　
⑺
　
横
川
の
源
信
僧
都
の
生
き
方

　
　
　
○
　
横
川
源
信
僧
都
都
語
（
今
昔
物
語
、
巻
一
五
・
第
三
九
話
）

　
　〈
参
考
〉
多
武
峰
の
増
賀
聖
人
…
三
条
大
皇
太
后
宮
出
家
語
（
今
昔
物
語
、
巻
九
・

　
　
　
　
　
　
　
第
一
八
話
）
の
簡
単
な
紹
介
　

Ⅳ
．
児
の
生
き
方
　（
↓
高
校
一
年
用
教
科
書
教
材
）

　
　
⑻
　
児
の
掻
餅
す
る
に
空
寝
し
た
る
事
（
宇
治
拾
遺
物
語
、
巻
一
ノ
一
二
）

　
　
⑼
　
田
舎
の
児
、
桜
の
散
る
を
見
て
泣
く
事
（
宇
治
拾
遺
物
語
、
巻
一
ノ
一
三
）

　
　
　
○
　
二
人
の
児
に
つ
い
て
の
解
説
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基
本
的
意
味
や
意
味
の
派
生
を
と
ら
え
る
こ
と
は
、
生
徒
た
ち
に
は
な
か
な

か
む
ず
か
し
い
の
で
、
教
師
が
主
要
な
形
容
詞
・
形
容
動
詞
の
分
析
例
を
示
し

た
テ
キ
ス
ト
を
作
成
す
る
必
要
が
あ
る
。

「
夕
顔
」
の
巻
の
中
か
ら
、
次
の
本
文
を
取
り
上
げ
て
、
基
本
的
意
味
を
ふ

ま
え
て
内
容
を
深
く
読
み
と
る
指
導
の
一
端
を
紹
介
し
た
い
。

「
心
苦
し
」
は
、
基
本
的
意
味
が
「
心
が
苦
し
い
」
の
意
で
、
夕
顔
の
体
つ

き
が
細
や
か
で
な
よ
な
よ
と
し
て
い
て
、
物
言
い
も
弱
々
し
く
頼
り
な
い
よ
う

す
で
あ
る
の
を
見
て
、
源
氏
は
「
心
が
苦
し
く
な
」っ
た
の
で
あ
る
。「
自
分
が

こ
の
よ
う
な
古
典
教
材
化
を
思
い
つ
か
せ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
教
材
化
を
通
し
て
、
私
は
古
典
の
教
材
化
と
単
元
編
成
の
楽
し
さ
や
面

白
さ
を
体
験
し
た
。
こ
の
体
験
が
、
そ
の
後
、
国
語
科
授
業
の
中
で
、
意
欲
的

に
古
典
の
教
材
化
と
単
元
編
成
を
図
る
大
き
な
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
私
に

と
っ
て
、
記
念
す
べ
き
実
践
で
あ
る
。

こ
の
実
践
報
告
は
、『
野
地
潤
家
先
生
傘
寿
記
念
論
集
』（
大
阪
国
語
教
育
研

究
会
編
、
平
成
12
年
11
月
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、「
Ⅰ
没
落
貴
族
の

生
き
方
」
の
教
材
化
は
、
中
央
公
論
社
『
日
本
の
歴
史
　
５
王
朝
の
貴
族
』（
土

田
直
鎮
著
・
昭
和
40
年
６
月
）
所
収
の
「
元
方
の
怨
念
」
を
参
考
に
し
た
も
の

で
あ
る
。

昭
和
四
三
年
七
月
末
に
は
、三
年
生
の
夏
季
補
習
で
は
あ
る
が
、「
源
氏
物
語
」

の
「
夕
顔
」
の
巻
を
取
り
上
げ
て
、「
古
典
に
お
け
る
語
句
・
語
彙
の
指
導
│

形
容
詞
・
形
容
動
詞
を
中
心
に
│
」
の
実
践
を
行
っ
た
。

「
こ
と
ば
は
も
と
も
と
一
つ
の
意
味
で
用
い
ら
れ
た
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
が
、

さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
用
い
て
い
る
う
ち
に
、意
味
が
さ
ま
ざ
ま
に
派
生
し
て
い
っ

た
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
考
え
方
に
立
っ
て
、
古
語
の
基
本
的
意
味
を
探
り
、

意
味
の
派
生
を
考
え
、
そ
れ
ら
を
ふ
ま
え
て
内
容
を
深
く
読
み
と
る
指
導
を
展

開
し
た
。
こ
の
指
導
法
は
、
単
に
古
典
語
句
・
語
彙
の
指
導
だ
け
で
な
く
、
古

典
の
読
解
指
導
に
も
有
効
で
あ
る
こ
と
が
、
実
践
を
通
し
て
明
ら
か
に
な
っ
た
。

古
語
の
基
本
的
意
味
と
意
味
の
派
生
を
分
析
し
た
事
例
を
、「
は
し
た
な
し
」

（
形
容
詞
）
を
取
り
上
げ
て
示
す
と
、
次
の
図
の
よ
う
で
あ
る
。

〇
は
し
た
な
し
﹇
形
・
ク
活
用
／
端
如
し
﹈

　
　▽
基
本
的
意
味
＝
中
途
半
端
で
ど
っ
ち
つ
か
ず
の
様
子
で
あ
る
。

①
中
途
半
端
だ
。
ど
っ
ち
つ
か
ず
だ
。

　
　
　
　
　②（
自
分
の
中
途
半
端
な
動
作
・
状
態
を
人
か
ら
見
ら
れ
た
と
き
）

　
　
　
　
　
　き
ま
り
が
悪
い
。
体
裁
が
悪
い
。
恥
ず
か
し
い
。

　
　
　
　
　③（
他
人
の
中
途
半
端
な
動
作
・
状
態
を
自
分
が
見
た
と
き
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　ア
．（
自
分
と
直
接
関
係
が
な
い
と
き
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　み
っ
と
も
な
い
。
不
作
法
だ
。
見
苦
し
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　イ
．（
自
分
と
直
接
関
係
が
あ
る
と
き
↓
他
人
が
自
分
に
対

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　し
て
中
途
半
端
な
と
き
）
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　無
愛
想
だ
。
つ
れ
な
い
。
無
情
だ
。
迷
惑
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　④（
風
な
ど
が
自
分
に
対
し
て
無
情
に
吹
く
と
き
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　激
し
い な

「
…
（
夕
顔
は
）
細
や
か
に
た
を
た
を
と
し
て
、
も
の
う
ち
言
ひ
た
る
け
は
ひ
、
あ
な

心
苦
し
と
、（
源
氏
に
は
）
た
だ
い
と
ら
う
た
く
見
ゆ
。」
　
　
　（源
氏
物
語
・
夕
顔
）
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「
高
校
紛
争
」
で
生
徒
た
ち
が
提
起
し
た
課
題
に
応
え
る
た
め
に
は
、
私
自
身

の
国
語
教
育
に
関
す
る
研
修
・
研
究
が
不
可
欠
だ
と
考
え
て
、
こ
の
研
究
会
に

入
れ
て
い
た
だ
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
研
究
会
で
、
国
語
科
教
育
へ
の
目
を
開

か
れ
る
。
昭
和
五
九
年
三
月
ま
で
、
毎
月
、
か
か
さ
ず
出
席
し
た
。
私
に
と
っ

て
、
二
七
会
は
国
語
教
育
研
究
の
大
学
院
で
あ
っ
た
。

以
上
、
第
二
期
の
四
年
間
は
、「
A
君
退
学
事
件
」
や
「
高
校
紛
争
」
な
ど

を
体
験
す
る
中
で
、
生
徒
た
ち
が
少
し
で
も
意
欲
的
に
学
習
に
取
り
組
む
国
語

科
授
業
・
古
典
授
業
を
実
現
し
た
い
と
い
う
思
い
を
抱
い
て
、「
二
七
会
」
へ

の
入
会
、「
学
習
記
録
」
の
導
入
、
基
本
的
意
味
や
意
味
の
派
生
に
着
目
し
た

古
典
語
句
・
語
彙
指
導
と
読
解
指
導
の
試
み
、
初
め
て
の
「
古
典
の
教
材
化
と

単
元
編
成
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
試
み
を
展
開
し
た
時
期
で
あ
る
。

四
、
第
三
期
（
展
開
期
）
の
古
典
教
育
実
践
の
展
開

さ
ま
ざ
ま
な
古
典
指
導
の
試
み
を
行
っ
た
り
、
月
例
研
究
会
「
二
七
会
」
で

研
修
を
重
ね
た
り
す
る
中
で
、
訓
詁
注
釈
的
な
古
典
授
業
を
乗
り
こ
え
て
、
古

典
文
学
を
文
学
と
し
て
読
み
味
わ
わ
せ
る
た
め
に
は
、
た
と
え
週
二
時
間
の
古

典
（
古
文
）
の
授
業
で
あ
っ
て
も
、
生
徒
の
興
味
・
関
心
や
問
題
意
識
を
ふ
ま

え
た
「
学
習
テ
ー
マ
」
を
設
定
し
て
、
あ
る
程
度
ま
と
ま
っ
た
分
量
の
古
典
教

材
を
読
ま
せ
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
、
と
い
う
考
え
を
持
つ
に
至
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
古
典
指
導
を
実
現
す
る
た
め
の
実
践
上
の
課
題
は
何
か
を
検
討

し
て
、
次
の
五
つ
の
課
題
を
設
定
し
た
。

こ
の
女
を
何
と
か
し
な
け
れ
ば
と
、
胸
が
き
ゅ
っ
と
締
め
つ
け
ら
れ
る
思
い
を

抱
い
た
」
と
い
う
の
で
あ
る
。「
ら
う
た
く
」
は
、「
労ら
う
い
た甚

し
」
の
略
で
、
基
本

的
意
味
は
「（
心
の
）
苦
労
が
は
な
は
だ
し
い
」
の
意
。
源
氏
は
こ
の
女
の
そ

ば
に
い
る
と
、
自
分
が
こ
の
女
を
支
え
て
や
ら
ね
ば
こ
の
女
は
生
き
て
い
け
な

い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
、
夕
顔
が
か
わ
い
く
思
わ
れ
て
仕
方
が
な

い
と
い
う
の
で
あ
る
。
授
業
で
は
、
生
徒
と
一
緒
に
検
討
し
て
、
源
氏
の
心
情

を
あ
れ
こ
れ
想
像
し
て
、
訳
せ
ば
、「
か
ば
っ
て
や
り
た
い
と
思
わ
せ
る
ほ
ど

か
わ
い
い
」
く
ら
い
が
妥
当
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
実
践
は
広
島
県
教
育
課
程
研
究
会
で
発
表
し
た
。
私
の
公
的
な
場
に
お

け
る
初
の
研
究
発
表
で
あ
る
。
詳
し
く
は
、
拙
著
『「
源
氏
物
語
」
学
習
指
導

の
探
究
』（
渓
水
社
・
平
成
元
年
７
月
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

昭
和
四
四
年
四
月
か
ら
、
生
徒
た
ち
と
対
話
す
る
必
要
性
を
強
く
感
じ
た
私

は
、国
語
科
授
業
の
中
で
、毎
時
間
、生
徒
に
順
番
を
決
め
て
、「
学
習
記
録
」（
授

業
の
概
要
・
授
業
の
疑
問
点
・
授
業
に
対
す
る
要
望
・
授
業
内
容
に
対
す
る
感

想
を
書
く
）
を
書
か
せ
る
よ
う
に
し
た
。
そ
し
て
、
毎
時
間
、
授
業
の
初
め
に
、

授
業
内
容
に
関
す
る
生
徒
の
感
想
を
紹
介
し
て
、
そ
れ
を
生
か
し
た
学
習
を
展

開
し
た
。「
学
習
記
録
」
を
生
か
し
た
授
業
は
、
私
が
高
校
の
場
を
離
れ
る
昭

和
五
九
年
三
月
ま
で
、
一
六
年
間
続
け
た
。
現
在
、「
現
代
国
語
」
と
「
古
典
」

の
「
学
習
記
録
」
が
五
四
冊
残
っ
て
い
る
。

ま
た
、
昭
和
四
四
年
六
月
に
は
、
月
例
研
究
会
「
二
七
会
」（
野
地
潤
家
先

生
の
ご
指
導
に
よ
る
研
究
発
表
と
夏
目
漱
石
作
品
の
輪
読
会
）
に
入
会
す
る
。
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テ
キ
ス
ト
は
、
日
本
古
典
文
学
大
系
「
平
家
物
語
」（
岩
波
書
店
）
の
複
写
。

学
習
の
手
引
き
と
し
て
、上
段
に「
内
容
理
解
」の
た
め
の
問
題
、下
段
に「
解
釈
」

の
た
め
の
問
題
を
作
成
し
た
、
次
に
挙
げ
る
よ
う
な
プ
リ
ン
ト
を
配
布
し
た
。

こ
の
「
学
習
の
手
引
き
」
は
、
内
容
理
解
の
た
め
の
問
題
と
解
釈
の
た
め
の

問
題
が
分
離
し
て
い
る
「
分
離
型
の
手
引
き
」
で
、
内
容
を
読
み
と
る
過
程
に

解
釈
の
問
題
を
位
置
づ
け
る
作
成
の
仕
方
に
は
ま
だ
至
っ
て
い
な
か
っ
た
。

な
お
、「
一
の
谷
の
合
戦
場
面
」
は
、
石
井
進
「
平
家
物
語
の
周
辺
│
一
の

谷
合
戦
河
原
兄
弟
討
死
の
物
語
を
め
ぐ
っ
て
│
」（
所
収
『
古
典
の
窓
　
第
六

号
』
角
川
書
店
、
昭
和
39
年
３
月
）
に
触
発
さ
れ
て
実
践
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
教
材
化
と
学
習
の
手
引
き
の
も
と
に
、
次
の
よ
う
な
一
三
時
間
の

こ
の
課
題
の
解
決
を
め
ざ
し
て
、
昭
和
四
七
年
二
学
期
に
は
、
一
年
生
を
対

象
に
、「『
平
家
物
語
』
の
学
習
指
導
│
一
の
谷
の
合
戦
場
面
を
中
心
に
│
」
の

授
業
実
践
を
行
っ
た
。「
平
家
物
語
」
の
中
か
ら
「
一
の
谷
の
合
戦
場
面
」
を

取
り
上
げ
て
、「
戦
乱
の
世
の
中
を
生
き
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
間
の
生
き
方
を
探

る
」
と
い
う
学
習
テ
ー
マ
の
も
と
に
、
次
の
よ
う
な
教
材
化
と
単
元
編
成
を
図

り
、
一
三
時
間
の
授
業
を
展
開
し
た
。

①
　
生
徒
た
ち
が
興
味
・
関
心
を
持
って
、
意
欲
的
に
古
典
学
習
に
取
り
組
む
よ
う
に

す
る
に
は
、
ど
の
よ
う
な
「
学
習
テ
ー
マ
」
を
設
定
す
れ
ば
よ
い
の
か
。

②
　
古
典
文
学
を
文
学
と
し
て
読
ま
せ
る
た
め
に
は
、
あ
る
程
度
ま
と
ま
っ
た
分
量
の

古
典
教
材
を
読
ま
せ
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
教
材
化
と
単

元
編
成
を
図
れ
ば
よ
い
の
か
。

③
　
そ
れ
だ
け
の
分
量
の
古
典
教
材
を
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
読
ま
せ
る
た
め
に
は
、

古
典
の
持
つ
言
語
的
な
障
害
を
乗
り
越
え
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、

ど
の
よ
う
に
テ
キ
ス
ト
を
作
成
す
れ
ば
よ
い
の
か
。

④
　
生
徒
た
ち
が
意
欲
的
に
古
典
学
習
に
取
り
組
む
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
ど
の
よ

う
な
学
習
指
導
を
展
開
す
れ
ば
よ
い
の
か
。

⑤
　
そ
の
学
習
指
導
を
展
開
す
る
過
程
で
、
古
典
の
読
解
力
を
育
て
る
た
め
に
は
、
ど

の
よ
う
な
学
習
の
手
引
き
を
作
成
す
れ
ば
よ
い
の
か
。

第
一
章

　二
度
之
懸
…
河
原
兄
弟
・
梶
原
景
時
親
子

第
二
章

　坂

　
　落
…
源
義
経
・
佐
原
義
連
／
武
知
清
教
・
平
盛
俊

第
三
章

　敦
盛
最
期
…
熊
谷
次
郎
直
実
／
平
敦
盛

第
四
章

　重
衡
生
捕
…
平
重
衡
・
後
藤
兵
衛
盛
長

第
五
章

　知
章
最
期
…
平
知
章
・
平
知
盛

第
六
章

　落

　
　足
…
落
ち
て
行
く
平
家
の
武
士
た
ち

二
、
敦
盛
最
期

　〈内
容
理
解
の
た
め
に
〉

①

　直
実
は
、
こ
の
場
面
の
最
初
、

ど
う
い
う
気
持
ち
を
抱
い
て
磯
の
方

へ
馬
を
歩
ま
せ
て
いっ
た
の
か
。

②

　敦
盛
は
、
す
で
に
馬
に
乗
り
海

中
を
船
に
向
か
っ
て
い
た
の
に
、
直

実
の
招
き
に
応
じ
て
ひ
き
返
し
た
の

は
な
ぜ
か
。

③

　直
実
は
、
な
ぜ
「
い
づ
く
に
刀
を

た
つ
べ
し
と
も
お
ぼ
え
」
な
か
っ
た

の
か
。

④

　敦
盛
は
、
直
実
の
要
請
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
名
乗
ろ
う
と
し

な
か
っ
た
の
か
。
　
　
　（以
下
、略
）

〈
解
釈
の
た
め
に
〉

①

　次
の「
む
」「
ら
む
」「
じ
」「
ま
じ
」

「
べ
し
」の
意
味
・
活
用
形
を
述
べ
よ
。

ア
．1
行
目「
た
す
け
船
に
乗
ら
む
と
、

汀
の
方
へ
落
ち
給
ふ
ら
む
。」

イ
．
9
行
目
「
汀
に
う
ち
上
が
ら
む

と
す
る
」

ウ
．
15
行
目
「
な
ん
ぢ
に
あ
ふ
て
は
な

乗
る
ま
じ
い
ぞ
。」

エ
．
18
行
目
「
勝
つ
べ
き
い
く
さ
に
負

く
る
こ
と
、
よ
も
あ
ら
じ
。」

オ
．
24
行
目
「
後
の
御
孝
養
を
こ
そ

仕
う
候
は
め
。」
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　（以
下
、
略
）
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う
に
と
ら
え
、
ど
の
よ
う
に
生
き
て
い
る
か
を
探
る
」
と
い
う
学
習
テ
ー
マ
の

も
と
に
、
一
二
時
間
の
授
業
を
展
開
し
た
。

昭
和
四
九
年
の
二
学
期
に
は
、
三
年
生
（
文
型
ク
ラ
ス
）
を
対
象
に
、「『
源

氏
物
語
』の
学
習
指
導
│
明
石
上
の
物
語
を
中
心
に
│
」の
実
践
を
行
っ
た
。「
明

石
上
と
い
う
受
領
階
級
に
属
す
る
女
性
が
ど
の
よ
う
に
生
き
た
か
を
探
る
」
と

い
う
学
習
テ
ー
マ
の
も
と
に
、
次
の
よ
う
な
章
立
て
の
教
材
化
と
単
元
編
成
を

図
っ
て
、
一
六
時
間
の
授
業
を
展
開
し
た
。

テ
キ
ス
ト
は
、
岩
波
日
本
古
典
文
学
大
系
「
源
氏
物
語
」
と
小
学
館
日
本
古

典
文
学
全
集
「
源
氏
物
語
」
を
複
写
し
た
。
学
習
の
手
引
き
と
し
て
、
次
頁
の

よ
う
な
プ
リ
ン
ト
を
配
布
し
た
。

こ
の
「
学
習
の
手
引
き
」
は
、
上
段
に
、「
源
氏
物
語
」
を
読
み
と
り
、
読

み
味
わ
う
問
題
が
授
業
展
開
順
に
配
列
し
て
あ
る
。
上
段
⑶
に
見
ら
れ
る
よ
う

に
、
問
題
は
、
大
き
な
内
容
を
問
う
問
題
の
下
に
、
そ
れ
を
解
決
す
る
た
め
の

小
さ
な
問
題
を
位
置
づ
け
、
そ
の
中
に
内
容
を
理
解
す
る
た
め
に
必
要
な
文
法

の
問
題
も
含
め
て
あ
る
。
小
さ
な
問
題
を
解
決
し
て
い
け
ば
、
自
然
に
、
大
き

な
問
題
が
解
決
で
き
る
よ
う
に
、
ま
た
、
そ
の
過
程
で
、
問
題
を
解
決
す
る
た

め
の
着
眼
点
や
手
順
・
方
法
を
も
自
然
に
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

授
業
を
展
開
し
た
。

こ
の
単
元
で
は
、
同
一
教
材
に
よ
る
一
斉
学
習
と
自
由
選
択
教
材
に
よ
る
グ

ル
ー
プ
学
習
を
取
り
入
れ
た
、
複
線
型
の
単
元
的
展
開
に
よ
る
学
習
指
導
を

行
っ
た
。
生
徒
が
自
分
の
選
択
し
た
登
場
人
物
ご
と
に
グ
ル
ー
プ
を
編
成
し

て
、
そ
の
人
物
像
と
生
き
方
に
対
す
る
感
想
を
発
表
す
る
授
業
展
開
で
あ
っ
た

の
で
、
生
徒
た
ち
は
意
欲
的
に
学
習
に
取
り
組
ん
で
く
れ
た
。

こ
の
実
践
は
、
昭
和
四
七
年
一
一
月
に
広
島
市
で
開
催
さ
れ
た
広
島
県
高
等

学
校
国
語
教
育
研
究
大
会
で
発
表
し
た
。
詳
し
く
は
、
呉
三
津
田
高
校
『
研
究

紀
要
　
第
四
号
』（
昭
和
48
年
３
月
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

昭
和
四
八
年
の
二
学
期
に
は
、
二
年
生
を
対
象
に
、「
方
丈
記
」
全
文
を
取

り
上
げ
て
、「
下
級
貴
族
と
言
え
る
鴨
長
明
が
、
混
沌
と
し
た
時
代
を
ど
の
よ

〈
導

　入
〉
平
家
物
語
の
「
一
の
谷
の
合
戦
場
面
」
ま
で
の
あ
ら
す
じ
と
こ
の
合
戦

の
源
平
対
峙
図
を
ま
と
め
た
プ
リ
ン
ト
資
料
を
用
い
て
説
明
（
一
時
間
）

第
一
章

　二
度
之
懸
…
…
同
一
教
材
に
よ
る
一
斉
学
習
（
三
時
間
）

第
二
章

　坂

　
　落
…
…
同
一
教
材
に
よ
る
一
斉
学
習
（
〇
・
五
時
間
）

第
三
章

　敦
盛
最
期

第
四
章

　重
衡
生
捕

　…
自
由
選
択
教
材
に
よ
る
グ
ル
ー
プ・一
斉
学
習（
七・五
時
間
）

第
五
章

　知
章
最
期

　
　生
徒
一
人
ひ
と
り
が
興
味
の
あ
る
人
物
を
選
ん
で
、
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　人
物
の
登
場
す
る
章
ご
と
に
グ
ル
ー
プ
を
編
成
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　そ
の
人
物
像
を
浮
き
彫
り
に
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　物
に
つ
い
て
感
想
を
ま
と
め
て
、
全
体
の
場
で
発
表
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　意
見
・
感
想
を
出
し
合
う
。

第
六
章

　落

　
　足
…
…
同
一
教
材
に
よ
る
一
斉
学
習
（
〇
・
二
時
間
）

〈
ま
と
め
〉
読
後
の
課
題
（
登
場
人
物
に
対
す
る
手
紙
や
短
編
物
語
を
書
く
、
詩
歌

 

　
　
　
　を
つ
く
る
）
の
発
表
（
〇
・
八
時
間
）

第
一
章

　源
氏
と
結
婚
（
明
石

第
二
章

　源
氏
と
の
別
れ
（
明
石
）

第
三
章

　明
石
上
の
上
京
（
松
風
）

第
四
章

　明
石
姫
君
を
養
女
に
（
薄
雲
）

第
五
章

　明
石
入
道
の
入
山
（
若
菜
上
）
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な
お
、
下
段
に
は
、
こ
の
単
元
で
重
点
的
に
習
得
さ
せ
た
い
と
考
え
た
推
量
の

助
動
詞
や
敬
語
の
問
題
が
位
置
づ
け
て
あ
る
。

こ
の
単
元
の
学
習
指
導
は
、
次
の
よ
う
に
展
開
し
た
。

こ
の
実
践
は
、
昭
和
四
九
年
一
一
月
、
山
口
県
立
光
高
校
で
開
催
さ
れ
た
第

九
回
中
国
地
区
国
語
教
育
研
究
大
会
高
校
部
会
で
発
表
し
た
。
詳
し
く
は
、
前

掲
書
『「
源
氏
物
語
」
学
習
指
導
の
探
究
』
を
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
、
こ
の

実
践
は
、
今
井
源
衛
「
明
石
の
上
に
つ
い
て
」（『
源
氏
物
語
の
研
究
』
未
來
社
、

昭
和
37
年
７
月
）
に
触
発
さ
れ
て
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

工
夫
し
て
あ
る
。
ま
だ
内
容
と
解
釈
の
問
題
が
分
離
さ
れ
た「
学
習
の
手
引
き
」

で
は
あ
る
が
、昭
和
四
七
年
度
に
お
け
る
「
平
家
物
語
」の
実
践
の
反
省
に
立
っ

て
、
授
業
展
開
に
役
立
つ
よ
う
に
内
容
の
手
引
き
は
工
夫
し
た
も
の
で
あ
る
。

⑴
　
時
・
場
所
・
登
場
人
物
を
明
ら
か

に
て
、
こ
の
段
の
あ
ら
す
じ
を
ノ
ー

ト
に
と
め
よ
。

⑵
　
季
節
は
秋
で
あ
る
。
秋
と
い
う
季

節
の
設
定
が
ど
の
よ
う
な
効
果
を
あ

げ
て
い
る
か
。

⑶
　
源
氏
は
、
明
石
上
に
対
し
て
ど
の

よ
う
な
扱
い
方
を
し
て
い
る
か
。

①「
わ
た
り
給
は
む
こ
と
を
ば
、
あ

る
ま
じ
う
思
し
た
る
」（
一
・
4

行
目
）
と
あ
る
が
、「
ま
じ
う
」（
ま

じ
）
の
解
釈
を
検
討
し
、
こ
の
部

分
に
は
源
氏
の
ど
ん
な
思
い
が
読

み
と
れ
る
か
。

②
　
当
時
の
結
婚
制
度
は
男
性
が
女

性
を
尋
ね
る
形
で
あ
っ
た
こ
と
を

考
え
合
わ
せ
る
と
、
結
局
、
源
氏

は
明
石
上
を
ど
の
よ
う
な
女
性
と

し
て
扱
お
う
と
し
て
い
る
の
か
。

⑷
　
明
石
上
は
、
源
氏
に
対
し
て
ど
の

よ
う
な
態
度
を
と
っ
て
い
る
か
。
そ

れ
は
な
ぜ
か
。　
　
　
　（
以
下
、略
）

〈
次
の
傍
線
部
の
解
釈
を
せ
よ
。〉

①
　
一
頁
7
行
目
「
我
は
、
い
み
じ
き

物
思
ひ
を
や
せ
む
。」

②
　
一
頁
8
行
目
「
よ
ご
も
り
て
過
ぐ

す
年
月
こ
そ
、
あ
い
な
頼
み
に
、
行

く
へ
心
に
く
う
思
ふ
ら
め
、
な
か
な

か
な
る
心
を
や
尽
く
さ
む
。」

③
　
一
頁
14
行
目
「
あ
け
く
れ
の
御
有

様
お
ぼ
つ
か
な
か
ら
で
、」

④
　
一
頁
17
行
目
「
こ
こ
ら
の
年
頃
の

祈
り
の
、
か
な
ふ
べ
き
を
思
ひ
な
が

ら
、
ゆ
く
り
か
に
見
せ
た
て
ま
つ
り

て
、「
お
ぼ
し
か
ず
ま
へ
ざ
ら
む
時
、

い
か
な
る
嘆
き
を
や
せ
ん
」
と
思
ひ

や
る
に
、
ゆ
ゆ
し
く
て
、
…
」

⑤
　
二
頁
2
行
目
「
御
直
衣
た
て
ま
つ

り
、引
き
つ
く
ろ
ひ
て
…
」（
以
下
、略
）

第
一
章
　
源
氏
と
の
結
婚

〈
前
段
〉（
資
料
）
一
ペ
ー
ジ
初
め
〜
二
ペ
ー
ジ
3
行
目
）

⑴
　
導
　
入

⑵
　
第
一
章

⑶
　
第
二
章

⑷
　
第
三
章

⑸
　
第
四
章

⑹
　
第
五
章

⑺
　
ま
と
め

紫
式
部
と
「
源
氏
物
語
」
、
明
石
上
を
取
り
上
げ
た
理
由
と
学
習
テ
ー
マ
、
「
明

石
」
巻
ま
で
に
歩
ん
だ
源
氏
の
人
生
、
明
石
上
一
家
の
紹
介
（
一
・
五
時
間
）

源
氏
と
結
婚
（
明
石
）
…
一
斉
学
習
（
四
時
間
）

・
結
婚
前
後
の
源
氏
、
明
石
上
、
明
石
入
道
、
尼
君
の
心
情
を
読
み
と
ら
せ
る
。

・
教
師
の
作
成
し
た
「
学
習
の
手
引
き
」
を
活
用
し
て
、
内
容
を
読
み
と
ら
せ
る
と

と
も
に
、
読
み
の
方
法
も
学
ば
せ
る
。

源
氏
と
の
別
れ
（
明
石
）
…
一
斉
学
習
（
〇
・
五
時
間
）

・
別
れ
の
場
面
の
源
氏
、
明
石
上
、
明
石
入
道
、
尼
君
の
心
情
を
読
み
と
ら
せ
る
。

明
石
の
上
の
上
京
（
松
風
）
…
グ
ル
ー
プ
学
習
・
一
斉
学
習
（
六
時
間
）
・
明
石

上
・
明
石
入
道
・
尼
君
の
中
か
ら
興
味
の
あ
る
人
物
を
選
ん
で
グ
ル
ー
プ
を
編
成

し
、
そ
の
人
物
の
心
情
と
人
物
像
を
ま
と
め
て
、
全
体
の
場
で
発
表
し
、
意
見
や

感
想
を
出
し
合
う
。

明
石
姫
君
を
養
女
に
（
薄
雲
）
…
一
斉
学
習
（
三
時
間
）

・
明
石
姫
君
を
養
女
に
出
す
場
面
の
明
石
上
と
尼
君
の
心
情
を
読
み
と
ら
せ
る
。

明
石
入
道
の
入
山
（
若
菜
上
）
…
一
斉
学
習
（
〇
・
八
時
間
）

・
明
石
入
道
、
明
石
上
の
心
情
を
読
み
と
ら
せ
る
。

読
後
感
想
、
登
場
人
物
に
手
紙
を
書
く
、
短
編
小
説
を
書
く
、
登
場
人
物
の
立
場

に
立
っ
て
詩
歌
を
創
る
課
題
を
出
し
た
。
（
〇
・
二
時
間
）
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等
学
校
研
究
紀
要
　
第
二
号
』（
昭
和
52
年
３
月
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
第
四
期
は
、
実
践
経
験
も
一
四
年
目
（
36
歳
）
〜
一
七
年
目
（
38
歳
）

を
迎
え
、
学
期
に
一
回
は
、
教
科
書
教
材
を
中
心
に
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
を
生

か
し
た
古
典
の
教
材
化
と
単
元
編
成
を
図
っ
て
、
古
典
指
導
を
展
開
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

昭
和
五
一
年
度
に
は
、
一
年
生
を
対
象
に
、
毎
週
二
時
間
、
教
科
書
『
高
等

学
校
古
文
一
改
訂
版
』（
角
川
書
店
）
を
用
い
な
が
ら
、
次
の
よ
う
に
古
典
指

導
を
展
開
し
た
。

①
　
古
文
入
門
＝
教
科
書
教
材
「
今
昔
物
語
」
三
編
を
読
む
。（
12
時
間
）

②
　
文
法
＝
﹇
動
詞
の
活
用
・
時
の
助
動
詞
の
ま
と
め
﹈（
４
時
間
）

③
　
古
今
集
を
読
む
＝
教
科
書
教
材
八
首
と
補
充
し
た
歌
を
読
む
。（
３
時
間
）

④
　
文
法
＝
﹇
形
容
詞
・
形
容
動
詞
の
活
用
の
ま
と
め
﹈（
１
時
間
）

⑤
「
伊
勢
物
語
」
を
読
む
＝
「
さ
ま
ざ
ま
な
愛
の
姿
を
見
つ
め
て
」
と
い
う

学
習
テ
ー
マ
の
も
と
に
、
次
の
よ
う
な
古
典
の
教
材
化
と
単
元
編
成
を
図
り
、

一
六
時
間
の
授
業
を
展
開
し
た
。

昭
和
五
〇
年
の
二
学
期
に
は
、
昭
和
四
七
年
度
と
ほ
ぼ
同
じ
「『
平
家
物
語
』

の
学
習
指
導
│
一
の
谷
の
合
戦
場
面
を
中
心
に
│
」
の
教
材
化
と
単
元
編
成
の

も
と
に
、
一
六
時
間
の
授
業
を
行
っ
た
。

以
上
、第
三
期
は
、一
年
に
一
回
（
二
学
期
）
で
は
あ
る
が
、生
徒
の
興
味
・

関
心
や
問
題
意
識
を
ふ
ま
え
た

0

0

0

0

「
学
習
テ
ー
マ
」
を
設
定
し
、
そ
の
テ
ー
マ
の

も
と
に
、
あ
る
程
度
ま
と
ま
っ
た
分
量
の
古
典
教
材
を
取
り
上
げ
た
教
材
化
と

単
元
編
成
を
図
っ
て
、学
習
指
導
を
展
開
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
古
典
指
導
法
が
、
古
典
文
学
を
文
学
と
し
て
読
み
味
わ
わ
せ
る
過
程
で
古

典
読
解
力
を
育
成
す
る
た
め
に
は
有
効
で
あ
る
こ
と
も
、
実
践
を
通
し
て
明
ら

か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、「
学
習
の
手
引
き
」
や
「
単
元
（
授
業
）

の
展
開
」
に
は
多
く
の
課
題
を
残
し
た
。

五
、
第
四
期
（
発
展
期
）
の
古
典
教
育
実
践
の
展
開

昭
和
五
一
年
四
月
、
新
設
二
年
目
の
安
古
市
高
校
に
転
勤
す
る
。
す
べ
て
の

教
師
が
、
新
し
い
学
校
を
創
ろ
う
と
す
る
意
欲
に
燃
え
て
い
る
。
時
間
割
の
中

に
教
科
研
修
の
時
間
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
学
校
で
あ
っ
た
。
国
語
科
は
、
県

教
育
委
員
会
の
研
究
指
定
を
受
け
て
、
三
年
間
、「
生
徒
個
々
に
応
じ
た
国
語

科
授
業
の
開
発
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
共
同
研
究
に
取
り
組
む
。
ま
た
、
昭
和

五
一
年
度
は
、国
語
科
（
五
名
）
の
共
同
研
究
と
し
て
、「
古
典
Ⅱ
」教
科
書
（「
源

氏
物
語
」「
徒
然
草
」「
奥
の
細
道
」「
枕
草
子
」「
万
葉
集
・
古
今
集
・
新
古
今

集
」）
の
教
材
化
の
実
態
に
つ
い
て
調
べ
る
。
考
察
の
結
果
は
、『
安
古
市
高

⑴

　異
性
間
に
お
け
る
愛

　①

　初
恋
＝
第
一
段
「
初
冠
」

　②

　片
思
い
＝
第
四
五
段
「
蛍
」

　③

　相
思
相
愛
＝
第
六
段
「
芥
川
」

　③

　三
角
関
係
＝
第
二
三
段
「
筒
井
筒
」・
第
二
四
段
「
梓
弓
」

⑵

　肉
親
間
に
お
け
る
愛
＝
第
四
一
段
「
女
は
ら
か
ら
」

⑶

　主
従
間
に
お
け
る
愛
＝
第
八
二
段
「
交
野
の
桜
」・
第
八
三
段
「
小
野
の
雪
」
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乱
の
中
を
生
き
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
間
の
生
き
方
を
探
る
」
と
い
う
学
習
テ
ー
マ

の
も
と
に
、
次
の
よ
う
な
教
材
化
と
単
元
編
成
を
図
り
、
一
七
時
間
の
授
業
を

展
開
し
た
。

教
科
書
は
、「
鹿
の
谷
」「
忠
度
の
都
落
ち
」「
逆
櫓
」「
能
登
殿
の
最
期
」
を

取
り
上
げ
て
、「
平
家
物
語
」
の
全
体
像
を
を
と
ら
え
さ
せ
よ
う
と
し
た
教
材

化
（
タ
テ
の
教
材
化
）
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
四
教
材
で
そ
れ
を
ね
ら
う
の

に
は
無
理
が
あ
る
。
私
は
「
一
の
谷
の
合
戦
の
場
」
に
焦
点
を
絞
っ
て
、
同
じ

場
面
に
お
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
人
物
が
ど
の
よ
う
な
生
き
方
を
し
て
い
る
か
を
読

み
比
べ
さ
せ
る
教
材
化
（
ヨ
コ
の
教
材
化
）
を
図
っ
た
。
昭
和
四
七
年
度
の
実

践
の
反
省
に
立
っ
て
、「
忠
度
最
期
」
を
加
え
て
、
戦
場
を
生
き
る
多
様
な
武

0

0

0

0

士
の
生
き
方

0

0

0

0

0

を
浮
き
彫
り
に
す
る
よ
う
に
し
た
。
ま
た
、「
小
宰
相
身
投
」
を

取
り
上
げ
て
、
戦
乱
の
世
の
中
を
生
き
る
女
の
生
き
方
も
教
材
化
し
て
、
当
時

の
時
代
状
況
の
中
を
生
き
る
人
間
群
像
を
、
こ
れ
ま
で
よ
り
も
幅
広
く
と
ら
え

さ
せ
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

テ
キ
ス
ト
は
、プ
リ
ン
ト
一
八
枚
。
第
一
章「
二
度
之
懸
」、第
二
章「
坂
落
」、

第
三
章
「
敦
盛
最
期
」
は
、
次
頁
に
挙
げ
る
よ
う
な
「
傍
注
資
料
」
を
作
成
、

そ
れ
以
外
は
日
本
古
典
文
学
全
集
『
平
家
物
語
二
』（
小
学
館
）
を
複
写
し
た
。

傍
注
資
料
の
作
り
方
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

本
文
の
右
側
に
は
、
一
行
目
に
◁
印
を
つ
け
て
補
充
す
べ
き
語
句
を
カ
タ
カ

ナ
で
書
き
、
二
行
目
に
は
本
文
の
傍
線
を
施
し
た
部
分
に
対
応
す
る
現
代
語
訳

を
つ
け
た
。
こ
の
例
に
は
な
い
が
、
三
行
目
に
難
語
句
の
解
説
を
﹇
　
﹈
の
中

教
科
書
は
段
数
順
に
配
列
さ
れ
て
い
る
が
、
私
は
さ
ま
ざ
ま
な
愛
の
姿
ご
と

に
教
材
化
し
た
。
授
業
で
は
、
各
段
の
読
み
と
り
に
終
わ
ら
な
い
で
、
そ
れ
ぞ

れ
の
段
の
愛
に
姿
に
対
す
る
生
徒
の
感
想
を
発
表
さ
せ
る
よ
う
に
配
慮
し
た
。

第
二
四
段
の
授
業
で
は
、
疑
問
の
書
き
込
み
方
を
手
引
き
し
た
プ
リ
ン
ト
を

配
布
し
、疑
問
を
持
ち
な
が
ら
本
文
を
読
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
仕
向
け
た
。

生
徒
の
疑
問
の
中
で
も
、
特
に
、
男
が
宮
仕
え
に
出
か
け
て
、
三
年
間
帰
っ
て

来
な
い
間
、
女
が
ど
の
よ
う
な
思
い
を
抱
き
な
が
ら
い
た
の
か
、
ま
た
、
男
は

ど
の
よ
う
な
思
い
を
抱
き
な
が
ら
宮
仕
え
を
し
て
い
た
の
か
を
想
像
し
た
こ
と

を
短
編
小
説
風
に
ま
と
め
て
発
表
さ
せ
た
。

詳
し
く
は
、広
島
県
高
等
学
校
教
育
研
究
会
国
語
部
会
誌
『
年
報
30
号
』（
昭

和
54
年
10
月
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

⑤
　
文
法
＝
﹇
簡
単
な
敬
語
の
ま
と
め
﹈（
１
時
間
）

⑥
　「
平
家
物
語
」
を
読
む
＝
「
一
の
谷
の
合
戦
の
場
」
を
取
り
上
げ
て
、「
戦

Ⅰ
．
戦
場
に
お
い
て
生
き
る
男
の
姿

　
第
一
章
　
二
度
之
懸
…
河
原
兄
弟
・
梶
原
景
時
親
子

　
第
二
章
　
坂
　
　
落
…
源
義
経
・
佐
原
義
連
／
武
知
清
教
・
平
盛
俊

　
第
三
章
　
敦
盛
最
期
…
熊
谷
次
郎
直
実
／
平
敦
盛

　
第
四
章
　
忠
度
最
期
…
平
忠
度
・
岡
辺
六
野
太
忠
純

　
第
五
章
　
重
衡
生
捕
…
平
重
衡
・
後
藤
兵
衛
盛
長

　
第
六
章
　
知
章
最
期
…
平
知
章
・
平
知
盛

　
第
七
章
　
落
　
足
…
落
ち
て
行
く
平
家
の
武
士
た
ち

Ⅱ
．
戦
乱
の
世
の
中
を
生
き
る
女
の
姿

　
第
八
章
　
小
宰
相
身
投
…
小
宰
相
・
乳
母
の
女
房
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こ
の
単
元
の
学
習
指
導
は
、
次
の
よ
う
に
展
開
し
た
。

に
書
き
入
れ
た
。
左
側
に
は
、
一
行
目
に
漢
字
の
読
み
仮
名
や
文
法
的
説
明
を

つ
け
た
。「
お
は
し
」
の
横
に
二
重
傍
線
を
施
し
た
の
は
、
こ
の
章
で
は
敬
語

の
整
理
を
す
る
こ
と
に
し
て
い
た
の
で
、
前
も
っ
て
生
徒
に
注
目
さ
せ
る
よ
う

に
し
て
あ
る
。

古
典
文
学
を
文
学
と
し
て
読
み
味
わ
わ
せ
る
た
め
に
は
、
あ
る
程
度
ま
と

ま
っ
た
分
量
の
古
典
教
材
を
読
ま
せ
る
必
要
が
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
古
典
の
時

間
は
限
ら
れ
て
い
る
の
で
、
注
釈
上
の
負
担
を
あ
ま
り
か
け
な
い
で
、
古
典
の

原
文
を
熟
読
し
鑑
賞
さ
せ
る
た
め
に
は
、
大
村
は
ま
先
生
が
中
学
校
の
古
典
指

導
に
導
入
さ
れ
た
「
傍
注
資
料
」
の
作
成
が
不
可
欠
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
考

え
に
も
と
づ
い
て
、高
校
で
も
「
傍
注
資
料
」
の
導
入
を
図
っ
た
も
の
で
あ
る
。

学
習
の
手
引
き
は
、
下
段
の
表
に
示
し
た
よ
う
に
、
昭
和
四
九
年
度
の
「
源
氏

物
語
」
の
学
習
の
手
引
き
と
同
じ
く
、大
き
な
問
題
の
下
に
小
さ
な
問
題
が
複
数

位
置
づ
け
ら
れ
、
そ
の
小
さ
な
問
題
を
解
決
す
る
と
自
然
に
大
き
な
問
題
が
解
決

す
る
よ
う
に
工
夫
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
前
回
と
違
っ
て
、
解
釈
に
か
か

わ
る
問
題
は
、
前
掲
「
傍
注
資
料
」の
よ
う
に
、「
傍
注
資
料
」の
中
に
組
み
入
れ
て

あ
る
の
で
、解
釈
の
問
題
を
学
習
の
手
引
き
プ
リ
ン
ト
に
は
位
置
づ
け
な
か
っ
た
。

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 
― 
― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

―

御
曹
司

　城
郭

　遥
か
に

　見
渡
い
　て

　お
は
し

　け
る

　が
、「
馬

　と

　も

　落
と
い

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 
― 
― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

―

て

　み

　ん

　」
と
て
、
鞍

　置
き

　馬

　追
い
落
と
す
。
あ
る

　は

　足

　を

　う
ち
折
つ

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 
― 
― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

―

（
む
）
意
志

　
　
　
　く
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（ひ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
り
）

（

　
　
　）       

た

（
ハ
）

◁

（
ヲ
）

◁

（
ヲ
）

◁

（
ヲ
）

◁

（
馬
）

◁

（
し
）
　
　（敬
語
の
種
類
？
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（し
）

お
ん
ぞ
う
し

「
二
度
之
懸
」
の
手
引
き

　
こ
の
文
章
は
二
段
構
成
に
な
って
い
る
。
前
段
＝
河
原
兄
弟
の
先
駆
け
、
後
段
＝
梶

原
親
子
の
二
度
の
懸
。
同
じ
源
氏
方
で
も
両
者
を
対
比
し
て
描
い
て
い
る
。
対
比
的
な

描
写
を
通
し
て
、
作
者
は
何
を
強
調
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

⑴
　
河
原
の
兄
弟
の
先
駆
け
を
作
者
は
ど
の
よ
う
に
描
い
て
い
る
か
を
明
ら
か
に
し

よ
う
。

①
　
河
原
兄
弟
が
い
る
場
所
・
時
刻
・
あ
た
り
の
様
子
を
想
像
せ
よ
。
ま
た
、

二
月
七
日
午
前
六
時
の一斉
攻
撃
を
前
に
し
て
い
る
武
士
の
心
理
を
、
河
原
兄

弟
の
こ
と
ば
か
ら
想
像
せ
よ
。

②
　
河
原
兄
弟
は
、
戦
場
に
お
け
る
自
己
の
立
場
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る

か
。「
大
名
」
と
の
対
比
に
注
目
し
て
ま
と
め
よ
。
な
お
、
現
実
に
河
原
兄
弟

と
後
段
の
梶
原
景
時
親
子
の
敵
陣
への
突
入
時
の
違
い
が
明
確
に
描
き
分
け
ら

れ
て
い
る
。
そ
れ
も
ま
と
め
よ
。

③
　
河
原
太
郎
は
「
千
万
が一に
も
生
き
て
か
へ
ら
ん
事
あ
り
が
た
し
」
と
、
討

ち
死
を
覚
悟
し
て
ま
で
、
な
ぜ
単
身
敵
の
中
に
突
入
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ

ろ
う
か
。
そ
の
理
由
を
考
え
よ
。                                

（
以
下
、
略
）

「
平
家
物
語
」
の
紹
介
、
学
習
テ
ー
マ
の
提
示
、「
一の
谷
の
合
戦
の
場
」
を
取

り
上
げ
た
理
由
、
単
元
構
想
の
紹
介
、「
二
度
之
懸
」
ま
で
の
あ
ら
す
じ
の

紹
介
（
一時
間
）

「
傍
注
資
料
」
を
テ
キ
ス
ト
に
、「
学
習
の
手
引
き
」

を
活
用
し
て
内
容
を
読
み
と
る
。（
同
一
教
材
に
よ
る

一斉
学
習
／
九
時
間
）

「
小
学
館
本
」
を
テ
キ
ス
ト
に
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
、

自
分
た
ち
の
選
ん
だ
人
物
の
人
物
像
と
そ
の
人
物
に

対
す
る
感
想
を
ま
と
め
、全
体
の
場
で
発
表
し
合
う
。

（
自
由
選
択
教
材
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
学
習
↓
一
斉
学
習

／
七
時
間
）

「
一の
谷
の
合
戦
の
場
」
を
読
み
終
え
た
感
想
を
冬
休
み
の
課
題
と
し
、
三
学

期
の
初
め
に
提
出
さ
せ
た
。

導

　入

第
一
章

第
二
章

第
三
章

第
四
章

第
五
章

第
六
章

第
七
章

第
八
章

ま
と
め

二
度
之
懸

坂

　
　落

敦
盛
最
期

忠
度
最
期

重
衡
生
捕

知
章
最
期

落

　
足

小
宰
相
身
投
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授
業
を
展
開
し
た
。

②
　
文
法
＝
﹇
助
動
詞
の
意
味
に
よ
る
分
類
と
推
量
の
助
動
詞
の
整
理
﹈

③
「
土
佐
日
記
」
を
読
む
＝
教
科
書
教
材
（
門
出
」・「
照
る
月
」・「
黒
鳥
」・

「
忘
れ
貝
」・
「
帰
京
」）
を
読
む
。

④
「
枕
草
子
」
を
読
む
＝
「
清
少
納
言
の
も
の
の
見
方
・
感
じ
方
・
考
え
方

を
探
る
」
と
い
う
学
習
テ
ー
マ
の
も
と
に
、
次
頁
の
図
の
よ
う
な
教
材
化
と
単

元
編
成
を
図
り
、
一
七
時
間
の
授
業
を
展
開
し
た
。

《
①
同
一
教
材
に
よ
る
一
斉
学
習
↓
②
自
由
選
択
教
材
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
学

習
↓
③
一
斉
学
習
》
と
い
う
単
元
の
展
開
の
仕
方
は
、
昭
和
四
七
年
度
の
実
践

と
同
じ
で
あ
る
。
①
の
授
業
で
、
人
物
像
の
と
ら
え
方
を
学
習
さ
せ
て
、
そ
れ

を
②
の
授
業
で
応
用
さ
せ
る
と
い
う
展
開
の
仕
方
を
と
っ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
実
践
は
、「『
平
家
物
語
』
の
学
習
指
導
│
『
一
の
谷
の
合
戦
の
場
』
を

取
り
上
げ
て
│
」（
広
島
大
学
教
育
学
部
国
語
教
育
学
会
で
発
表
し
、
同
学
会

誌
『
国
語
教
育
研
究
　
第
24
号
』（
昭
和
52
年
３
月
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　
⑦
　
文
法
＝
﹇
助
動
詞
と
敬
語
の
ま
と
め
﹈（
二
時
間
）

⑧
「
徒
然
草
」
を
読
む
＝
単
元
「
兼
好
の
無
常
観
│
『
つ
れ
づ
れ
』
と
自
然

に
対
す
る
見
方
│
」
と
い
う
学
習
テ
ー
マ
の
も
と
に
、。
序
段
「
つ
れ
づ
れ
な

る
ま
ま
に
」・
第
七
五
段
「
つ
れ
づ
れ
わ
ぶ
る
人
は
」、
第
七
四
段
「
蟻
の
ご

と
く
に
集
ま
り
て
」、
第
一
三
七
段
「
花
は
盛
り
に
」
を
取
り
上
げ
て
教
材
化

と
単
元
編
成
を
図
り
、
八
時
間
の
授
業
を
展
開
し
た

⑨
　
文
法
＝
﹇
助
詞
の
ま
と
め
﹈（
二
時
間
）

昭
和
五
二
年
度
に
は
、
二
年
生
を
対
象
に
、
次
の
よ
う
な
学
習
指
導
を
展
開

し
た
。

①
「
万
葉
集
」
を
読
む
＝
「
万
葉
人
の
心
を
探
る
」
と
い
う
学
習
テ
ー
マ
の

も
と
に
、
有
間
皇
子
、
額
田
王
・
大
海
人
皇
子
、
大
津
皇
子
・
大
伯
皇
女
・
石

川
郎
女
、
柿
本
人
麻
呂
、
高
市
黒
人
、
山
部
赤
人
、
大
伴
旅
人
、
山
上
憶
良
、

大
伴
家
持
、
東
歌
・
防
人
（
全
六
一
首
）
を
取
り
上
げ
て
、
時
代
背
景
や
歴
史

的
背
景
も
ふ
ま
え
て
、
万
葉
人
の
心
を
探
る
教
材
化
と
単
元
編
成
を
図
っ
て
、

Ⅰ
　
同
一
教
材
に
よ
る
一
斉
学
習
（
授
業
の
中
で
）

⑴
　
自
然
観
照
…
作
者
の
自
然
観
を
ち
ら
え
さ
せ
る
。

①
　
総
括
的
に
＝
第
1
段
「
春
は
あ
け
ぼ
の
」

②
　
夏
＝
第
二
二
三
段
「
五
月
ば
か
り
な
ど
に
山
里
に
あ
り
く
」

③
　
秋
＝
第
一
三
〇
段
　「
九
月
ば
か
り
、
夜
一
夜
」・
第
二
三
二
段
「
月
の
い

と
あ
か
き
に
」

④
　
冬
＝
第
一
八
一
段
「
雪
の
い
と
高
う
は
あ
ら
で
」

⑵
　
も
の
づ
く
し
…
作
者
の
さ
ま
ざ
ま
な
「
も
の
」
に
対
す
る
見
方
。
感
じ
方
を

と
ら
え
さ
せ
る
。

①
　
客
観
的
に
存
在
す
る
「
も
の
」
…
第
四
三
段
「
虫
は
」

②
　
主
観
的
に
存
在
す
る
「
も
の
」
…
第
四
二
段
「
あ
て
な
る
も
の
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
七
五
段
「
あ
り
が
た
き
も
の
」

⑶
　
宮
廷
生
活
…
自
伝
的
な
部
分
を
読
ん
で
、
作
者
の
も
の
の
見
方
・
感
じ
方
を

と
ら
え
さ
せ
る
。

①
第
一
二
九
段
「
関
白
殿
、
黒
戸
よ
り
」、②
第
一
三
七
段
「
五
月
ば
か
り
、
月

も
な
う
」、③
第
二
九
九
段
「
雪
の
い
と
高
う
降
り
た
る
を
」

⑷
　
人
生
評
論
…
作
者
の
人
生
に
対
す
る
考
え
の
一
端
を
と
ら
え
さ
せ
る
。

①
第
二
六
九
段
「
よ
ろ
づ
の
こ
と
よ
り
も
情
け
あ
る
こ
そ
」

Ⅱ
　
自
由
選
択
教
材
に
よ
る
個
別
学
習
（
授
業
の
外
で
）

　
　
　
主
観
的
に
存
在
す
る
「
も
の
づ
く
し
」
全
75
段
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こ
の
実
践
は
、
県
教
育
委
員
会
指
定
の
研
究
テ
ー
マ
「
生
徒
個
々
に
応
じ
た

国
語
科
授
業
の
開
発
」
に
も
と
づ
い
て
取
り
組
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
生
徒
と
古

典
（
枕
草
子
）
と
の
出
会
い
を
演
出
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
こ
の
授
業
の
特
色

が
あ
る
。
ま
ず
、
同
じ
題
で
生
徒
の
思
い
つ
く
こ
と
を
書
か
せ
て
、
そ
の
後
で

初
め
て
「
枕
草
子
」
の
本
文
と
出
会
わ
せ
る
。
生
徒
は
、
同
じ
題
で
清
少
納
言

は
ど
ん
な
こ
と
を
書
い
て
い
る
か
、
ワ
ク
ワ
ク
し
た
気
持
ち
を
抱
い
て
、「
枕

草
子
」
の
本
文
と
出
会
う
。
そ
し
て
、
自
分
の
思
い
つ
い
た
も
の
と
清
少
納
言

の
書
い
て
い
る
も
の
と
を
比
較
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
い
つ
の
時
代
で
も
変
わ

ら
ぬ
も
の
と
時
代
に
よ
っ
て
異
な
る
も
の
と
を
発
見
し
て
、
古
典
を
読
む
楽
し

さ
や
面
白
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
い
う
出
会
い
の
演
出
を
し
た
。

こ
の
個
々
の
生
徒
に
即
応
し
た
古
典
指
導
の
試
み
は
多
く
の
収
穫
が
あ
り
、

国
語
科
授
業
の
中
で
も
実
践
し
て
み
た
い
と
い
う
思
い
を
強
く
抱
か
さ
れ
た
。

な
お
、
こ
の
実
践
は
、「『
枕
草
子
』
の
学
習
指
導
│
個
々
の
生
徒
に
即
応
し

た
学
習
指
導
法
を
求
め
て
│
」（『
安
古
市
高
等
学
校
『
研
究
紀
要
　
第
三
号
』

昭
和
53
年
３
月
）
に
報
告
し
て
い
る
。

⑤
「
大
鏡
」
を
読
む
＝
教
科
書
教
材
「
弓
争
い
」
だ
け
を
読
む
。

⑥
「
方
丈
記
」「
新
古
今
集
」
を
読
む
＝
「
平
安
末
期
か
ら
鎌
倉
初
期
の
混

乱
し
た
時
代
を
没
落
し
て
い
く
貴
族
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
な
が
ら
、

ど
の
よ
う
に
生
き
て
い
た
か
を
探
る
」
と
い
う
学
習
テ
ー
マ
の
も
と
に
、
次
の

よ
う
な
授
業
を
展
開
し
て
い
っ
た
。

《「
方
丈
記
」
を
読
む
》
…
「
下
級
貴
族
と
言
え
る
鴨
長
明
が
、
混
沌
と
し
た

「
枕
草
子
」の
全
体
像
を
と
ら
え
さ
せ
る
た
め
に
、田
中
重
太
郎
の
「
枕
草
子
」

四
分
類
説
に
従
っ
て
教
材
化
と
単
元
編
成
を
図
っ
た
も
の
で
あ
る
。

「
も
の
づ
く
し
」
の
個
別
学
習
は
、
次
の
よ
う
に
展
開
し
た
。

Ⅰ
　
同
一教
材
に
よ
る一斉
学
習
（
練
習
学
習
）〈
授
業
内
で
〉

第
42
段
「
あ
て
な
る
も
の
」・
第
75
段
「
あ
り
が
た
き
も
の
」
を
取
り
上
げ
て
、
次
の

よ
う
な
授
業
を
行
っ
た
。

①
　
題
目
の
意
味
を
明
ら
か
に
す
る
。（
↓
辞
書
）

②
　
同
じ
題
目
で
思
いつ
く
こ
と
を
列
挙
す
る
。

③
　（
こ
こ
で
は
じ
め
て
）「
枕
草
子
」
の
本
文
を
読
む
。

④
　
清
少
納
言
の
書
い
た
内
容
と
各
自
が
思
い
つ
い
た
内
容
と
を
比
較
し
て
、
そ
の

共
通
点
と
相
違
点
と
を
明
ら
か
に
す
る
。

⑤
　
感
想
を
発
表
す
る
。

Ⅱ
　
自
由
選
択
教
材
に
よ
る
個
別
学
習
（
応
用
学
習
）〈
授
業
外
で
〉

⑴
　
第
一段
階
〈
自
分
の
興
味
・
関
心
の
あ
る
段
を
選
び
、
書
く
作
業
〉

①
　
題
目
の
意
味
…
全
75
段
の
題
目
の
意
味
を
辞
書
で
調
べ
て
書
く
。

②
　
自
由
選
択
…
全
75
段
の
中
か
ら
自
分
の
興
味
・
関
心
の
あ
る
段
を一つ
選
ぶ
。

③
　
そ
の
段
を
選
ん
だ
理
由
を
書
く
。

④
　
同
じ
題
目
で
、
自
分
の
思
いつい
た
こ
と
を
書
く
。

⑵
　
第
二
段
階
〈
読
む
作
業
〉《
は
じ
め
て
、
本
文
を
読
む
》

①
　
自
分
の
選
ん
だ
段
の
本
文
を
ノ
ー
ト
に
筆
写
す
る
。

②
　
辞
書
・
文
法
書
な
ど
を
利
用
し
て
現
代
語
訳
す
る
。

③
　
内
容
を
分
析
し
て
、い
く
つ
、ど
ん
な
こ
と
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
か
を
整
理
す
る
。

⑶
　
第
三
段
階
〈
書
く
作
業
〉

①
　
自
分
の
思
いつい
た
も
の
と
作
者
の
書
い
て
い
る
も
の
を
比
較
す
る
。

②
　
共
通
点
と
相
違
点
を
明
ら
か
に
す
る
。

③
　《
感
想
の
書
き
方
の
手
引
き
》↓
第
一次
感
想
文
を
書
く
。

④
　
第
一次
感
想
文
を
読
ん
で
、
個
別
に
助
言
メ
モ
を
渡
す
。
面
談
す
る
。

⑤
　
第
二
次
感
想
文
を
書
く
。

⑥
　
第
二
次
感
想
文
を
読
ん
で
、
個
別
に
面
談
す
る
。

⑦
　
第
三
次
感
想
文
を
書
く
。

⑷
　
提
出
す
る
。（
↓
文
集
に
し
て
回
覧
す
る
。）
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①
「
源
氏
物
語
」
を
読
む
＝
「
受
領
層
に
属
す
る
明
石
の
上
と
浮
舟
が
、
そ

の
身
分
ゆ
え
に
、ど
の
よ
う
な
人
生
を
た
ど
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
を
探
る
」

と
い
う
学
習
テ
ー
マ
の
も
と
に
、「
明
石
の
上
物
語
」
と
「
浮
舟
物
語
」
の
教

材
化
と
単
元
編
成
を
図
り
、
六
五
時
間
の
授
業
を
展
開
し
た
。

「
源
氏
物
語
」
の
教
材
化
に
は
、
整
理
す
る
と
、
次
の
よ
う
な
類
型
が
あ
る
。

時
代
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
、
ど
の
よ
う
に
生
き
て
い
る
か
」
と
い
う
観
点
か

ら
、「
方
丈
記
」
全
文
を
プ
リ
ン
ト
し
て
配
布
し
、
軽
重
は
つ
け
な
が
ら
も
、

全
文
を
通
し
て
読
む
。
そ
の
と
き
に
、
次
の
新
古
今
集
へ
の
学
習
へ
つ
な
ぎ
を

も
考
え
て
、
藤
原
定
家
の
「
名
月
記
」（
書
き
下
し
文
）
の
内
容
と
比
べ
な
が

ら
│
た
と
え
ば
、
福
原
遷
都
な
ら
ば
、
そ
の
遷
都
の
と
き
に
長
明
と
定
家
は
そ

れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
反
応
や
生
き
方
を
し
て
い
た
か
を
比
較
し
な
が
ら
│
読
ん

で
い
っ
た
。

《「
新
古
今
集
」
を
読
む
》
…
「
武
士
が
台
頭
し
、
政
治
の
中
枢
か
ら
没
落
す

る
貴
族
が
、
そ
の
時
代
に
ど
の
よ
う
に
対
し
、
ど
の
よ
う
に
生
き
て
い
る
か
」

と
い
う
観
点
か
ら
、
藤
原
定
家
を
中
心
に
、
後
鳥
羽
上
皇
・
寂
蓮
法
師
・
藤
原

俊
成
・
西
行
法
師
・
式
子
内
親
王
・
俊
成
卿
女
・
藤
原
良
経
の
歌
を
読
む
。
高

木
市
之
助
編
『
岩
波
小
辞
典
　
日
本
文
学
　
古
典
』（
岩
波
書
店
・
昭
和
三
〇

年
九
月
）
の
「
新
古
今
調
」
の
解
説
を
参
考
に
し
て
授
業
を
展
開
し
た
。

昭
和
五
三
年
度
に
は
、
三
年
生
（
文
系
）
を
対
象
に
、「
古
典
Ⅱ
」（
古
文
・
週

三
時
間
配
当
）
の
授
業
と
し
て
、次
に
挙
げ
る
よ
う
な
学
習
指
導
を
展
開
し
た
。

な
お
、学
習
指
導
要
領
「
古
典
Ⅱ
」は
、「
一
つ
ま
た
は
い
く
つ
か
の
ま
と
ま
っ

た
作
品
を
精
読
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
そ
の
作
品
の
特
質
や
そ
の
作
者
の
特
質

が
解
る
よ
う
に
す
る
」こ
と
が
め
ざ
さ
れ
て
い
る
。私
は
、古
典
作
品
と
し
て「
源

氏
物
語
」と「
奥
の
細
道
」を
取
り
上
げ
た
が
、「
源
氏
物
語
」に
中
心
を
置
い
て
、

「
源
氏
物
語
」
の
特
質
が
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
と
考
え
て
、
教
材
化
と
単
元
を

編
成
し
て
実
践
し
た
。

導
　
入
　
紫
式
部
と
「
源
氏
物
語
」
、
学
習
テ
ー
マ
と
全
体
の
授
業
構
想

第
Ⅰ
部
　
明
石
の
上
物
語

　
第
一
章
　
光
源
氏
の
誕
生
（
桐
壺
）

　
（
導
入
）
明
石
の
一
家
の
紹
介
（
系
図
・
入
道
父
子
の
結
婚
観
）

　
第
二
章
　
光
源
氏
と
の
結
婚
（
明
石
）

　
第
三
章
　
　
光
源
氏
と
の
別
離
（
明
石
）

　
第
四
章
　
　
明
石
の
上
の
上
京
（
松
風
）

　
第
五
章
　
明
石
の
姫
君
、
紫
の
上
の
養
女
に
（
薄
雲
）

※
第
六
章
　
明
石
の
姫
君
入
内
（
藤
裏
葉
）

※
第
七
章
　
明
石
の
入
道
入
山
（
若
菜
上
）

第
Ⅱ
部
　
浮
舟
物
語

　
（
導
入
）
浮
舟
と
い
う
人
物
の
紹
介
（
系
図
・
浮
舟
の
半
生
）

　
第
一
章
　
浮
舟
の
生
い
立
ち
（
宿
木
）

　
第
二
章
　
　
左
近
の
少
将
の
婚
約
破
棄
（
東
屋
）

　
第
三
章
　
　
薫
、
浮
舟
を
宇
治
に
（
東
屋
）

　
第
四
章
　
　
匂
宮
、
浮
舟
を
橘
の
小
島
に
（
浮
舟
）

　
第
五
章
　
　
浮
舟
、
入
水
を
決
意
（
浮
舟
）

※
第
六
章
　
　
浮
舟
の
出
家
（
手
習
）

ま
と
め
　
読
後
感
想
文
と
レ
ポ
ー
ト
を
書
か
せ
る
。

Ⅰ
．
い
わ
ゆ
る
三
部
構
成
説
に
立
っ
て
、
主
題
・
構
想
に
迫
る
教
材
化

Ａ 

〝
縦
の
並
び
〞に
焦
点
を
あ
て
た
教
材
化

Ｂ 

〝
縦
の
並
び
〞に〝
横
の
並
び
〞を
合
わ
せ
た
教
材
化

Ⅱ
．
源
氏
物
語
の
全
体
像
を
理
解
さ
せ
る
と
い
う
立
場
に
立
っ
て
、
有
名
な
箇
所
を

取
り
上
げ
た
教
材
化

Ⅲ
．
あ
る
特
定
の
登
場
人
物
を
取
り
上
げ
て
、
そ
の
人
物
の
生
き
方
や
人
物
像
を
鮮

明
に
と
ら
え
さ
せ
る
教
材
化
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引
き
の
仕
方
を
発
展
さ
せ
て
、
内
容
を
読
み
と
り
、
読
み
味
わ
う
過
程
で
、
必

要
に
応
じ
て
、
語
句
や
文
法
を
押
さ
え
る
授
業
を
展
開
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
、
問
題
を
重
層
構
造
化
し
て
作
成
し
て
あ
る
。

第
Ⅰ
部
第
二
章
「
光
源
氏
と
の
結
婚
」
の
手
引
き
は
、次
の
と
お
り
で
あ
る
。

昭
和
四
九
年
度
の
実
践
と
同
じ
第
Ⅲ
類
型
の
立
場
に
立
っ
て
、「
明
石
の
上

物
語
」
に
新
た
に
「
浮
舟
物
語
」
を
加
え
て
、
受
領
層
に
属
す
る
二
人
の
女
性

が
そ
の
身
分
ゆ
え
に
ど
の
よ
う
な
生
き
方
を
し
な
ね
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の

か
、
さ
ら
に
は
、
同
じ
受
領
層
に
属
す
る
紫
式
部
は
ど
の
よ
う
な
思
い
を
二
人

の
人
物
に
託
し
て
い
る
の
か
を
探
る
こ
と
を
ね
ら
っ
て
、
前
頁
下
段
の
表
の
よ

う
な
教
材
化
と
単
元
編
成
を
図
っ
た
も
の
で
あ
る
。

テ
キ
ス
ト
は
、
日
本
古
典
文
学
大
系
『
源
氏
物
語
』（
岩
波
書
店
）
を
複
写

し
た
。
プ
リ
ン
ト
、三
二
枚
。
た
だ
し
、上
段
表
の
※
印
を
付
し
た
三
つ
の
章
は
、

繰
り
返
し
朗
読
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
内
容
を
自
然
に
把
握
さ
せ
る
た
め
に
、
昭

和
五
一
年
度
「
平
家
物
語
」
の
実
践
で
開
発
し
た
「
傍
注
資
料
」
を
作
成
し
た
。

こ
の
資
料
を
教
師
や
生
徒
が
ゆ
っ
く
り
と
音
読
す
る
過
程
で
、
聞
き
手
は
本
文

の
両
側
に
あ
る
傍
注
を
読
ん
で
、
大
体
の
内
容
を
把
握
す
る
と
い
う
授
業
を
想

定
し
て
作
成
し
て
あ
る
。

参
考
資
料
は
、
全
体
の
導
入
と
し
て
「
紫
式
部
と
『
源
氏
物
語
』」（
筑
摩
書

房
・
古
典
Ⅱ
教
科
書
解
説
）、「
源
氏
物
語
五
十
四
帖
の
紹
介
」、
第
一
部
の
導

入
資
料
と
し
て
「
明
石
の
上
一
家
の
紹
介
」、第
二
部
の
導
入
資
料
と
し
て
「
浮

舟
と
い
う
人
物
の
紹
介
」
な
ど
を
作
成
し
た
。

「
学
習
の
手
引
き
」
は
、
昭
和
五
一
年
度
「
平
家
物
語
」
実
践
に
お
け
る
手

Ⅰ
．
い
わ
ゆ
る
三
部
構
成
説
に
立
っ
て
、
主
題
・
構
想
に
迫
る
教
材
化

Ａ 

〝
縦
の
並
び
〞に
焦
点
を
あ
て
た
教
材
化

Ｂ 

〝
縦
の
並
び
〞に〝
横
の
並
び
〞を
合
わ
せ
た
教
材
化

Ⅱ
．
源
氏
物
語
の
全
体
像
を
理
解
さ
せ
る
と
い
う
立
場
に
立
っ
て
、
有
名
な
箇
所
を

取
り
上
げ
た
教
材
化

Ⅲ
．
あ
る
特
定
の
登
場
人
物
を
取
り
上
げ
て
、
そ
の
人
物
の
生
き
方
や
人
物
像
を
鮮

明
に
と
ら
え
さ
せ
る
教
材
化

《
第
二
章
　
光
源
氏
と
の
結
婚
》
（
明
石
）

　
　
第
二
章
ま
で
の
あ
ら
す
じ
紹
介
（
省
略
）

〈
学
習
の
手
引
き
〉

明
石
の
上
と
光
源
氏
が
、
ど
の
よ
う
な
思
い
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
の
中
で

結
婚
に
至
る
か
を
明
ら
か
に
し
よ
う
。

第
二
章
は
大
き
く
次
の
よ
う
に
三
段
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
第
一
段
（
初
め
〜
3
ぺ
23
行
）
…
…
…
結
婚
前

　
第
二
段
（
3
ぺ
23
行
〜
4
ぺ
31
行
）
…
結
婚
の
日

　
第
三
段
（
4
ぺ
32
行
〜
終
わ
り
）
…
…
結
婚
後

各
段
ご
と
の
内
容
を
深
く
読
み
と
っ
て
い
こ
う
。

▽
第
一
段
　
結
婚
前

⑴
　
所
は
明
石
の
浦
、
時
は
秋
。
秋
と
い
う
季
節
の
設
定
を
ど
の
よ
う
な
意
図
で

し
た
と
考
え
ら
れ
る
か
。

①
「
例
の
、
秋
は
、
浜
風
の
異
な
る
に
、
ひ
と
り
寝
も
、
ま
め
や
か
に
物
わ
び

し
う
て
、
入
道
に
も
、
折
々
か
た
ら
せ
給
ふ
。
」
（
3
ぺ
1
・
2
行
）
か
ら

考
え
ら
れ
る
こ
と
を
一
つ
あ
げ
よ
。

②
紫
の
上
が
初
め
て
登
場
し
光
源
氏
に
の
ぞ
き
見
さ
れ
た
の
は
う
ら
ら
か
な
春

で
あ
っ
た
の
に
、
明
石
の
上
の
場
合
は
秋
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
何
か
意
図
が

あ
る
の
だ
ろ
う
か
、
想
像
し
て
み
よ
。

⑵
　
光
源
氏
は
、
明
石
の
上
と
い
う
人
物
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
扱
い
方
を
し

て
い
る
か
。

①
「
わ
た
り
給
は
む
こ
と
を
ば
、
あ
る
ま
じ
う
思
し
た
る
」
（
3
ぺ
4
行
）
と

あ
る
が
、
「
ま
じ
う
」
（
ま
じ
）
の
用
法
を
検
討
し
、
こ
の
部
分
に
は
光
源

氏
の
ど
の
よ
う
な
考
え
が
読
み
と
れ
る
か
。
」

②
当
時
の
結
婚
制
度
は
男
性
が
女
性
の
所
を
尋
ね
る
形
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え

合
わ
せ
る
と
、
結
局
、
光
源
氏
は
明
石
の
上
を
ど
の
よ
う
な
女
性
と
し
て
扱

お
う
と
し
て
い
る
の
か
。

⑶
　
こ
の
光
源
氏
に
対
し
て
、
明
石
の
上
は
ど
の
よ
う
な
態
度
を
と
っ
て
い
る

か
。
ま
た
、
そ
れ
は
ど
う
し
て
か
。

①
明
石
の
上
は
、
光
源
氏
の
「
こ
ち
参
ら
せ
よ
。
」
（
3
ぺ
3
行
）
と
い
う
申

し
出
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
態
度
を
と
っ
て
い
る
か
。

※
「
さ
ら
に
お
も
ひ
立
つ
べ
く
も
あ
ら
ず
」
（
3
ぺ
5
行
）
に
注
意
。

②
明
石
の
上
は
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
態
度
を
と
る
の
か
。

※
「
人
数
に
も
思
さ
れ
ざ
ら
む
も
の
ゆ
ゑ
」
（
3
ぺ
6
行
）
と
あ
る
が
、
誰

が
、
誰
に
、
ど
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
と
い
う
の
か
。

※
「
我
は
い
み
じ
き
も
の
思
ひ
や
添
へ
む
」
（
3
ぺ
6
行
）
に
注
意
。

（
以
下
、
略
）
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こ
の
「
源
氏
物
語
」
の
学
習
指
導
は
、
生
徒
に
と
っ
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
二

年
間
に
培
っ
て
き
た
古
典
学
習
の
総
仕
上
げ
で
あ
る
が
、
私
に
と
っ
て
は
、
こ

れ
ま
で
一
五
年
間
に
わ
た
っ
て
積
み
上
げ
て
き
た
古
典
指
導
の
集
大
成
で
あ

り
、
か
つ
、
到
達
点
で
あ
っ
た
。
こ
の
実
践
は
、
全
国
高
等
学
校
国
語
教
育
連

こ
れ
ら
の
テ
キ
ス
ト
、
参
考
資
料
、
学
習
の
手
引
き
を
用
い
て
、
毎
週
三
時

間
、
ほ
ぼ
二
学
期
か
け
て
、
六
五
時
間
の
学
習
指
導
を
展
開
し
た
。

同
じ
作
品
を
長
期
間
に
わ
た
っ
て
読
ん
で
い
く
こ
と
に
な
る
の
で
、
生
徒
の

学
習
意
欲
を
持
続
さ
せ
る
た
め
に
、
①
導
入
段
階
で
、
全
体
の
授
業
構
想
や
学

習
計
画
を
明
示
す
る
と
と
も
に
、
各
章
、
各
時
間
の
初
め
に
、
学
習
の
目
標
や

学
習
の
仕
方
（
学
習
課
題
）
を
明
示
し
て
、
常
に
生
徒
に
、
何
の
た
め
に
、
何

を
、
ど
の
よ
う
に
学
習
す
る
の
か
を
意
識
さ
せ
る
よ
う
に
す
る
、
②
教
材
の
扱

い
方
も
、
じ
っ
く
り
時
間
を
か
け
て
読
む
教
材
と
、「
傍
注
資
料
」
を
用
い
て

朗
読
を
中
心
に
し
て
あ
ま
り
時
間
を
か
け
な
い
で
読
む
教
材
と
い
う
よ
う
に
変

化
を
つ
け
る
、
③
学
習
形
態
も
、
一
斉
学
習
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
選
ん
だ
登

場
人
物
ご
と
に
グ
ル
ー
プ
を
編
成
し
た
グ
ル
ー
プ
学
習
、
レ
ポ
ー
ト
を
ま
と
め

る
個
別
学
習
と
変
化
を
つ
け
る
、
な
ど
の
工
夫
を
し
た
。

《
第
二
章
　
光
源
氏
と
の
結
婚
》
（
明
石
）

　
　
第
二
章
ま
で
の
あ
ら
す
じ
紹
介
（
省
略
）

〈
学
習
の
手
引
き
〉

明
石
の
上
と
光
源
氏
が
、
ど
の
よ
う
な
思
い
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
の
中
で

結
婚
に
至
る
か
を
明
ら
か
に
し
よ
う
。

第
二
章
は
大
き
く
次
の
よ
う
に
三
段
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
第
一
段
（
初
め
〜
3
ぺ
23
行
）
…
…
…
結
婚
前

　
第
二
段
（
3
ぺ
23
行
〜
4
ぺ
31
行
）
…
結
婚
の
日

　
第
三
段
（
4
ぺ
32
行
〜
終
わ
り
）
…
…
結
婚
後

各
段
ご
と
の
内
容
を
深
く
読
み
と
っ
て
い
こ
う
。

▽
第
一
段
　
結
婚
前

⑴
　
所
は
明
石
の
浦
、
時
は
秋
。
秋
と
い
う
季
節
の
設
定
を
ど
の
よ
う
な
意
図
で

し
た
と
考
え
ら
れ
る
か
。

①
「
例
の
、
秋
は
、
浜
風
の
異
な
る
に
、
ひ
と
り
寝
も
、
ま
め
や
か
に
物
わ
び

し
う
て
、
入
道
に
も
、
折
々
か
た
ら
せ
給
ふ
。
」
（
3
ぺ
1
・
2
行
）
か
ら

考
え
ら
れ
る
こ
と
を
一
つ
あ
げ
よ
。

②
紫
の
上
が
初
め
て
登
場
し
光
源
氏
に
の
ぞ
き
見
さ
れ
た
の
は
う
ら
ら
か
な
春

で
あ
っ
た
の
に
、
明
石
の
上
の
場
合
は
秋
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
何
か
意
図
が

あ
る
の
だ
ろ
う
か
、
想
像
し
て
み
よ
。

⑵
　
光
源
氏
は
、
明
石
の
上
と
い
う
人
物
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
扱
い
方
を
し

て
い
る
か
。

①
「
わ
た
り
給
は
む
こ
と
を
ば
、
あ
る
ま
じ
う
思
し
た
る
」
（
3
ぺ
4
行
）
と

あ
る
が
、
「
ま
じ
う
」
（
ま
じ
）
の
用
法
を
検
討
し
、
こ
の
部
分
に
は
光
源

氏
の
ど
の
よ
う
な
考
え
が
読
み
と
れ
る
か
。
」

②
当
時
の
結
婚
制
度
は
男
性
が
女
性
の
所
を
尋
ね
る
形
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え

合
わ
せ
る
と
、
結
局
、
光
源
氏
は
明
石
の
上
を
ど
の
よ
う
な
女
性
と
し
て
扱

お
う
と
し
て
い
る
の
か
。

⑶
　
こ
の
光
源
氏
に
対
し
て
、
明
石
の
上
は
ど
の
よ
う
な
態
度
を
と
っ
て
い
る

か
。
ま
た
、
そ
れ
は
ど
う
し
て
か
。

①
明
石
の
上
は
、
光
源
氏
の
「
こ
ち
参
ら
せ
よ
。
」
（
3
ぺ
3
行
）
と
い
う
申

し
出
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
態
度
を
と
っ
て
い
る
か
。

※
「
さ
ら
に
お
も
ひ
立
つ
べ
く
も
あ
ら
ず
」
（
3
ぺ
5
行
）
に
注
意
。

②
明
石
の
上
は
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
態
度
を
と
る
の
か
。

※
「
人
数
に
も
思
さ
れ
ざ
ら
む
も
の
ゆ
ゑ
」
（
3
ぺ
6
行
）
と
あ
る
が
、
誰

が
、
誰
に
、
ど
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
と
い
う
の
か
。

※
「
我
は
い
み
じ
き
も
の
思
ひ
や
添
へ
む
」
（
3
ぺ
6
行
）
に
注
意
。

（
以
下
、
略
）

導
　
入
　
紫
式
部
と
「
源
氏
物
語
」、
学
習
テ
ー
マ
と
全
体
の
授
業
構
想

第
Ⅰ
部
　
明
石
の
上
物
語

　
第
一
章
　
光
源
氏
の
誕
生
（
桐
壺
）

　（
導
入
）
明
石
の
一
家
の
紹
介
（
系
図
・
入
道
父
子
の
結
婚
観
）

　
第
二
章
　
光
源
氏
と
の
結
婚
（
明
石
）

　
第
三
章
　
光
源
氏
と
の
別
離
（
明
石
）

　
第
四
章
　
明
石
の
上
の
上
京
（
松
風
）

　
第
五
章
　
明
石
の
姫
君
、
紫
の
上
の
養
女
に
（
薄
雲
）

※
第
六
章
　
明
石
の
姫
君
入
内
（
藤
裏
葉
）

※
第
七
章
　
明
石
の
入
道
入
山
（
若
菜
上
）

　（
ま
と
め
）

第
Ⅱ
部
　
浮
舟
物
語

　（
導
入
）
浮
舟
と
い
う
人
物
の
紹
介
（
系
図
・
浮
舟
の
半
生
）

　
第
一
章
　
浮
舟
の
生
い
立
ち
（
宿
木
）

　
第
二
章
　
左
近
の
少
将
の
婚
約
破
棄
（
東
屋
）

　
第
三
章
　
薫
、
浮
舟
を
宇
治
に
（
東
屋
）

　
第
四
章
　
匂
宮
、
浮
舟
を
橘
の
小
島
に
（
浮
舟
）

　
第
五
章
　
浮
舟
、
入
水
を
決
意
（
浮
舟
）

※
第
六
章
浮
舟
の
出
家
（
手
習
）

　（
ま
と
め
）
読
後
感
想
文
と
レ
ポ
ー
ト
を
書
く
。

（
一
斉
学
習
・
3
時
間
）

（
一
斉
学
習
・
5
時
間
）

（
同
・
2
時
間
）

（
同
・
6
時
間
）

（
同
・
2
時
間
）

（
グ
ル
ー
プ
学
習
・
一
斉
学
習
・
9
時
間
）

（
一
斉
学
習
・
6
時
間
）

（
朗
読
中
心
学
習
・
2
時
間
）

（
朗
読
中
心
学
習
・
2.5
時
間
）

（
一
斉
学
習
・
0.5
時
間
）

（
一
斉
学
習
・
1
時
間
）

（
同
・
1.5
時
間
）

（
同
・
6.5
時
間
）

（
グ
ル
ー
プ
学
習
・

一
斉
学
習
・
9
時
間
）

（
一
斉
学
習
・
5
時
間
）

（
朗
読
中
心
学
習
・
2
時
間
）

（
一
斉
・
個
別
学
習
・
2
時
間
）

〈
注
〉「
明
石
の
上
物
語
」
は
明
石
の
入
道
の一連
の
行
動
の
謎
が
次
第
に
解
き
あ
か
さ
れ
る
物

語
の
展
開
に
な
って
い
る
の
で
、
全
教
材
を
学
習
さ
せ
た
後
で
そ
の
人
物
像
を
と
ら
え
さ
せ

る
授
業
展
開
を
図
っ
た
。「
浮
舟
物
語
」
は
物
語
の
筋
の
展
開
が
複
雑
な
の
で
、
導
入
段
階

で
浮
舟
の
半
生
を
紹
介
し
て
お
い
て
物
語
を
読
ん
で
い
く
授
業
展
開
を
図
っ
た
。
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昭
和
五
四
年
四
月
、
広
島
大
学
附
属
中
・
高
校
に
転
出
す
る
。
五
年
間
、
私

個
人
の
古
典
教
育
の
実
践
研
究
と
は
別
に
、
国
語
科
教
員
（
八
名
）
が
協
同
し

て
、
月
例
の
国
語
科
授
業
研
究
と
新
学
習
指
導
要
領
を
受
け
た
「
現
代
文
と
古

典
の
総
合
化
を
図
る
」
実
践
研
究
を
行
う
。
誌
面
の
関
係
も
あ
る
の
で
、
そ
の

大
体
を
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

昭
和
五
四
年
一
一
月
か
ら
始
め
た
月
例
国
語
科
授
業
研
究
会
は
、
一
時
間
の

国
語
科
授
業
を
ど
の
よ
う
に
展
開
す
る
か
を
研
究
テ
ー
マ
に
、
事
前
の
学
習
指

導
案
の
検
討
↓
研
究
授
業
↓
事
後
の
授
業
研
究
と
い
う
三
段
階
を
ふ
む
、
実
に

厳
し
い
研
究
会
で
あ
っ
た
。
教
材
分
析
か
ら
構
造
化
し
た
板
書
計
画
と
発
問
計

画
を
ど
う
立
て
る
か
、
そ
の
計
画
に
も
と
づ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
授
業
を
展
開

す
る
か
を
徹
底
的
に
検
討
し
合
っ
た
。

こ
の
検
討
過
程
で
、
私
は
小
山
清
氏
の
「
古
典
の
授
業
も
現
代
文
の
授
業
と

同
じ
よ
う
に
、
内
容
を
読
み
と
っ
て
い
く
過
程
で
、
語
句
の
意
味
や
文
法
の
用

法
を
問
う
べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
考
え
方
と
出
会
っ
た
。
こ
の
考
え
方
は
、
私

の
求
め
て
き
た
「
古
典
の
内
容
を
読
む
こ
と
に
機
能
す
る
語
句
や
文
法
の
指
導

を
」
と
い
う
考
え
方
と
つ
な
が
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
大
村
は
ま
先
生
の
「
仏
様

の
指
」の
精
神
と
も
重
な
る
こ
と
を
発
見
し
た
。
こ
れ
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、

私
の
提
唱
す
る
「
目
標
の
二
重
構
造
化
論
」
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
生
徒
の

学
習
目
標
は
内
容
を
読
み
と
る
こ
と
に
あ
り
、
教
師
の
指
導
目
標
は
そ
れ
と
と

も
に
国
語
学
力
を
育
て
る
こ
と
に
あ
る
と
い
う
、
生
徒
と
教
師
の
目
標
を
区
別

し
て
授
業
を
構
想
す
る
指
導
方
法
論
で
あ
る
。「
目
標
の
二
重
構
造
化
論
」
に

合
会
広
島
大
会
で
発
表
し
た
。
ま
た
、
翌
年
八
月
に
は
、
日
本
国
語
教
育
学
会

（
全
国
大
会
）
高
校
部
会
で
も
発
表
し
た
。
詳
し
く
は
、前
掲
書
『「
源
氏
物
語
」

学
習
指
導
の
探
究
』
を
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

②
「
奥
の
細
道
」
を
読
む
＝
「
旅
立
ち
」「
白
河
の
関
」「
松
島
」「
平
泉
」
を

大
学
入
試
も
意
識
し
て
問
題
演
習
の
授
業
を
展
開
す
る
。

以
上
、
第
四
期
は
、
長
年
の
実
践
研
究
の
蓄
積
の
上
に
、
学
習
者
の
興
味
・

関
心
や
問
題
意
識
を
ふ
ま
え
た
「
学
習
テ
ー
マ
」
を
設
定
し
、
そ
の
テ
ー
マ
の

も
と
に
、
か
な
り
の
分
量
の
古
典
の
教
材
化
と
単
元
編
成
を
図
っ
て
、
課
題

解
決
型
の
単
元
的
展
開
に
よ
る
古
典
指
導
を
実
践
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
時
期
で
あ
る
。
昭
和
五
一
年
度
の
「
平
家
物
語
」
の
実
践
か
ら
、「
傍

注
資
料
」
を
活
用
し
、
課
題
重
層
型
の
学
習
手
引
き
を
用
い
て
、
内
容
を
深
く

読
み
と
る
過
程
で
、
語
句
の
意
味
や
文
法
を
押
さ
え
る
授
業
を
展
開
す
る
指
導

法
を
開
発
し
た
。
学
習
指
導
過
程
も
、
同
一
教
材
に
よ
る
一
斉
学
習
↓
自
由
選

択
教
材
に
よ
る
個
別
学
習
（
グ
ル
ー
プ
学
習
）
↓
一
斉
学
習
と
い
う
展
開
の
も

と
に
、
読
む
・
書
く
・
話
す
・
聞
く
言
語
活
動
を
有
機
的
、
総
合
的
に
位
置
づ

け
て
、
古
典
読
解
力
を
中
心
に
、
話
す
力
・
聞
く
力
・
書
く
力
を
育
て
る
実
践

が
あ
る
程
度
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
実
践
は
、
戦
後
古
典
教
育
実

践
史
を
振
り
返
っ
て
み
て
も
、
私
が
初
め
て
開
拓
し
た
古
典
教
育
の
領
野
で
は

な
い
か
と
思
う
。

六
、
第
五
期
（
深
化
期
）
の
古
典
教
育
実
践
の
展
開



̶ 18 ̶

三
五
時
間
の
授
業
を
展
開
し
た
。
こ
れ
ら
の
実
践
は
い
ず
れ
も
、前
掲
書
『「
源

氏
物
語
」
学
習
指
導
の
探
究
』
に
掲
載
し
て
あ
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

以
上
、
こ
の
第
五
期
は
、
生
徒
が
意
欲
的
に
国
語
学
習
に
取
り
組
む
過
程
で

国
語
学
力
を
育
て
る
指
導
方
法
原
理
と
し
て
、「
目
標
の
二
重
構
化
論
」
を
見

出
し
た
こ
と
や
、
協
同
研
究
で
は
あ
る
が
、「
現
代
文
と
古
典
の
総
合
化
」
を

図
る
古
典
指
導
の
新
た
な
世
界
を
開
拓
し
た
こ
と
、「
源
氏
物
語
」
の
学
習
指

導
に
お
い
て
も
新
た
に
「
宇
治
十
帖
物
語
」
の
授
業
を
展
開
し
た
こ
と
な
ど
、

私
自
身
の
古
典
教
育
実
践
の
深
化
を
図
る
こ
と
の
で
き
た
五
年
間
で
あ
っ
た
。

お
わ
り
に

こ
の
よ
う
な
二
十
一
年
間
の
実
践
研
究
を
通
し
て
、
六
頁
上
段
に
掲
げ
た
五

項
目
の
実
践
課
題
は
、
不
十
分
な
点
は
残
し
な
が
ら
も
、
基
本
的
な
点
に
お
い

て
は
解
決
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

こ
う
し
て
古
典
教
育
実
践
個
体
史
を
跡
づ
け
て
み
る
と
、
い
か
に
私
が
よ
き

師
、
よ
き
仲
間
、
よ
き
生
徒
に
恵
ま
れ
て
い
た
の
か
を
切
に
感
じ
る
。
感
謝
の

思
い
で
一
杯
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
た
び
、
思
い
が
け
な
く
も
、
特
別
講
演
の

機
会
を
お
与
え
い
た
だ
い
た
こ
と
に
対
し
て
も
あ
つ
く
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

（
な
お
、
講
演
内
容
を
一
部
修
正
し
た
点
が
あ
る
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
き
た
い
。）

― 

せ
ら
・
ひ
ろ
あ
き
、
鳴
門
教
育
大
学
名
誉
教
授 

―

つ
い
て
は
、日
本
国
語
教
育
学
会
誌
『
月
刊
国
語
教
育
研
究
』（
平
成
３
年
４
月
）

や
前
掲
書
『「
源
氏
物
語
」
学
習
指
導
の
探
究
』
な
ど
を
参
照
さ
れ
た
い
。

「
国
語
Ⅰ
・
Ⅱ
」
に
お
け
る
「
現
代
文
と
古
典
の
総
合
化
」
を
図
る
実
践
研

究
は
、
新
学
習
指
導
要
領
の
実
施
前
に
、
全
国
に
先
駆
け
て
取
り
組
ん
だ
も
の

で
あ
る
。
こ
の
実
践
研
究
は
全
国
的
に
も
高
く
評
価
さ
れ
て
、「
広
大
附
属
方

式
の
総
合
化
」と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
詳
し
く
は
、広
島
大
学
附
属
中
・

高
校
国
語
科
編
『
国
語
科
研
究
紀
要
』（
第
11
〜
15
号
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

私
個
人
の
古
典
教
育
実
践
と
し
て
は
、
ま
ず
、
昭
和
五
四
年
二
学
期
に
一
年

生
を
対
象
に
し
た
「
平
家
物
語
」
の
実
践
を
挙
げ
た
い
。
基
本
的
に
は
、
昭
和

五
一
年
度
の
実
践
と
同
じ
で
あ
る
が
、「
忠
度
最
期
」
と
差
し
替
え
て
「
越
中

前
司
最
期
」
を
教
材
化
し
た
点
や
、
生
徒
自
身
が
作
成
し
た
「
傍
注
資
料
」
を

テ
キ
ス
ト
に
し
て
、
群
読
発
表
会
を
行
っ
た
点
が
新
し
い
試
み
で
あ
る
。
詳
し

く
は
、
全
国
大
学
国
語
教
育
学
会
誌
『
国
語
科
教
育
』
第
29
集
（
昭
和
57
年
３

月
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

次
に
、「
源
氏
物
語
」
の
実
践
を
挙
げ
る
と
、
い
ず
れ
も
三
年
生
を
対
象
に
、

昭
和
五
四
年
度
に
は
、
三
省
堂
の
教
科
書
を
生
か
し
て
、
光
源
氏
と
紫
の
上
、

明
石
の
上
を
取
り
上
げ
て
教
材
化
し
、
三
七
時
間
の
授
業
を
展
開
し
た
。
昭
和

五
五
・
五
六
年
度
に
は
、「
宇
治
十
帖
物
語
」
を
取
り
上
げ
て
教
材
化
し
、
物
語

の
筋
を
追
い
な
が
ら
も
、
登
場
人
物
の
生
き
方
を
浮
き
彫
り
に
す
る
、
三
七
時

間
の
授
業
を
行
っ
た
。
昭
和
五
八
年
度
に
は
、
宇
治
十
帖
物
語
の
学
習
で
生
徒

た
ち
が
疑
問
を
抱
い
た
〈
宇
治
の
大
君
と
薫
の
関
係
〉
に
絞
っ
て
教
材
化
し
、


